
番 号 器 種
地点
層位

肇
ｍ

幅

帥
酔
ｍ

曇
⑭

遺存
状態 石 材 特徴・備考

石鏃
石

土

集

覆
1 53 完 存 サメカイ ト 平基無茎。

石鏃
集石

覆土
1 35 完存 サヌカイト 円基無茎。

石鏃
集石

覆土
(24) 05 (162) 先端欠損 サメカイト 円基無茎。

石 鏃
集石

覆上
(18) (03) (097) 先端欠損 サメカイト 平基無茎。

石鏃
集石

覆土
11 完存 サヌカイト 凸基有茎。

スクレイパー
集石

覆土
完存 (?) チメカイト 下辺に両極打法による刃部形成。

221
ス ク レイパ ー

(?)
覆 土 43 完存 (?) サヌカイ ト

上辺は裁断面。

左、右辺、下辺も両極打法による刃部

形成。

222 スクレイパー 集石

覆土
38 完存 (?) サメカイト 下辺 に両面調整 による刃部形成。

223 打製石庖丁 覆土 41 12 完存
結晶片岩

(石英片岩 )

片面自然面。原礫より剣離したものの

両端に挟 りを入れ、刃部は細かい調整

を与えずに鏡い縁辺を利用。

打製石庖丁
集石

覆土
07 30 0 完 存

結晶片岩

(石英片岩 )

両瑞挟 りあ り。

打製石庖丁
集石

覆土
(54) (46) (11) (480) 欠損

結晶片岩

(石英片岩 )

挟 りなし。

打製石庖丁
集石

覆土
(44) (24) (04) (80) 欠損

結晶片岩

(石英片岩)

端部快 りあ り。

打製石庖丁
集石

覆土
(64) (51) (07) (400) 欠損

結晶片岩

(石英片岩 )

228 石鎌
集石

覆土
(114) (530) 先端欠損

結晶片岩

(石英片岩)

基部上下辺に快 りあり

扁平片刃石斧
石

土

集

覆
10 51 0 完 存

結晶片岩

(緑色片岩 )

ほぼ全面研磨。

230 ロロ石
石

土

集

覆
22 完存 キ リョク岩

小判形の自然石、片面に筋状の敲打痕、

下端にも敲打痕。

砥 石
石

土

集

覆
(81) (59) (41) (241) 欠 損 砂岩

被熱。

一面に弱い砥面。

232 砥 石
集石

覆土
(95) (90) (72) (700) 欠損 砂 岩 自然面に弱い砥面。

砥 石 覆土 14 1 欠 損 砂 岩
被熱

自然面の一面を弱い砥面とする。

第17表 SB1011 出土遺物観察表

番号 器 種
点
位

地
層

法量

(cm)
形 態 の 特 徴 技 法 胎土 色調 備考

弥生土器

壼A:

覆土 目径 152 直立する頸部か らゆるやかに屈

曲して外反する日縁部 をもつ。

口縁部外面は、タテハケ

のちヨヨナデ。

1～ 3 mI

大砂粒含

(外 )橙

(内 )赤
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番号 器 種
点
位

地
層 濾

くｃｍ＞
形 態 の 特 徴 技 法 胎土 色 調 備考

口縁端部はわずかに】巴厚させ、

平坦におさめる。

口縁部に、円孔を 2孔・ 3孔交

互に施す。

焼成前穿孔で、内から外に貫通

させている。

頸部外面はタテハケ。

頸部 と体部の境 に一部 ヨ

コハケを重ねている。

口縁部内面 はナデ。

顕部内面は、左上 リハケ、

ヨコハケの痕跡 をのこす

が主にナデ。

内面 に粘 上紐 痕 をの こ

す。

石英

チャー ト

235 弥生土器

壺Al

覆 土 口径168 外傾気味の頸部から、屈曲して

外反する口縁部をもつ。

日縁端部は平坦におさめる。

頸部外面、タテハケのち

ナデ。

内面は剣離激しいがナデ

と考えられる。

1～ 5 mal

大砂粒含

結晶片岩

石英

橙

236 弥生土器

壷

P-7

覆土

体部から直立する頸部へのゆる

やかな屈曲点にあたる。断面三

角形の貼付突帯が一条巡らされ

る。

突帯周辺はヨコナデ。

頸部に一部タテハケが観

察できる。

1～ 4 EII

大砂粒含

結晶片岩

チャー ト

(内 )橙

(外 )赤褐

弥生土器

甕Alロ

覆土 日径166 内彎気味にたちあがる体部から

屈曲して大きく外反する日縁部

をもつ。

日縁端部はわずかに上方に拡

張、端面を平坦におさめる。

内外面ともにナデ。 1～ 2m
大砂粒含

石英

灰 自

弥生上器

甕A?ロ

覆土 日径275 内彎する体部から鋭 く屈曲して

外反する口縁部をもつ。

日縁端部は上方に拡張し、端面

に 2条の凹線を施す。

口縁部を含め体部内面は

ナデ。

口縁部外面、体部上端部

はヨコナデ。

体部にはタテハケの痕跡

を観察できる。

l mm大砂

粒多量含

石英

角閃石

浅黄橙 搬入土器

(讃岐 )

第18表 SB1003 出土遺物観察表

番号 器 種
点
位

地
層

長さ
(cm)

幅

伽

厚さ
(cln)

重量
(g)

遺存
状態

石 材 特徴・備考

239 打製石庖丁 覆土 (49) (45) (24) 欠損
結晶片岩

(石英片岩 )

端部 に快 りあ り。

第19表 SA2001 出土遺物観察表

番号 器 種
地点
層位

法量
(cm)

形 態 の 特 徴 技 法 胎土 色調 備考

240 弥生上器

壼Alホ

P-1

覆上

口径205 頸部か ら大 き く外反 す る回縁

部。

日縁端部 を下方に拡張 し、(折 り

かえし ?)端面 をわずかに凹面

に仕上げる。

内外面 ともにナデ。 1～ 5 mI

大砂粒含

石英

結晶片岩

橙

241 弥生土器

壷 Bェ

P-1

覆土

口径216 やや開き気味にたちあがる頸部

からゆるやかに外反する口縁部

をもつ。

日縁端部は平坦におさめる。

内外面ともにナデ。 1～ 51m

大砂粒含

石英

結晶片岩

橙

弥生土器

重A!a

P-1

覆土

口径108 直立する頸部からゆるやかに外

反する日縁部をもつ。

日縁端部は平坦におさめ、竹管

文を施す。なお図化不能であつ

たが、体部上半にも竹管文の施

された部分がある。

口縁部内外面 ともヨコナ

頸部外面 はタテハケ、内

面はナデ。

1～ 4 mn

大砂粒含

石英

灰自
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番号 器  種
点
位

地
層 潅

⑪
形 態 の 特 徴 技 法 胎 土 色調 備考

弥生土器

壷

P-1

覆土

底径132 底面はわずかに上げ底を星す。

体部は部厚い底部から、直線的

に外方へたちあがる。

体部外面タテハケ仕上げ

の部分 と、ナデ仕上げの

部分がある。

底面および内面はナデ。

1～ 5nd

大砂粒含

石英

砂岩等

(内 )

にぶい橙

(外 )灰 自

弥生土器

壷

P-1

覆土

底径168 底部は平底を星す。

部厚い底部。

底面、外面ナデ。

内面ユビオサエ、ナデ。

1～ 10画

大砂粒含

結晶片岩

石英

赤

245 弥生土器

壷 (?)

P-1

覆土

底径84 底面は上げ底を呈す。体部は内

彎して外方にたちあがる。

体部外面は劉離のため不

明。体部内面も剣離のた

め、主な調整は不明であ

るが、ユビオサェ痕を残

す。

1～ 4 Hal

大砂粒含

石英

結晶片岩

赤橙

弥生土器

壷

P-1
覆土

底径60 底面はわずかに上げ底を呈す。

体部は内彎気味に外方にたちあ

がる。

底面および体部外面は皮

状工具によるナデ。

内面は体部最大径付近、

底面にユビオサエ痕をの

こすが外面 と同じ原体に

よるナデ。

1～ 2 mtll

大砂粒含

結晶片岩

石英

赤

弥生土器

壷

P-1

覆土

底径82 部厚いほぼ平底の底部から、内

彎してたちあがる球形に近い体

部。

底部内面にユピオサエ痕

が確認できる他は、内外

面 ともナデ。

1～ 54m

大砂粒含

結晶片岩

泥岩

橙

弥生土器

壷

P-1

覆土

底径57 底面はわずかに上げ底を呈す。

体部はわずかに内彎気味に外方

にたちあがる。

底部端に対面して 2孔ずつ斜め

に穿孔 (焼成前)を施す。

内外面 ともにナデ。 1～ 3 mal

大砂粒含

石英

結晶片岩

浅黄橙

249 弥生土器

壷

P-1

覆土

底径77 底面はわずかに上げ底を呈す。

体部は内彎して外方にたちあが

る。

底部端に、対面して 2孔ずつ斜

めに穿孔 (焼成前)を施す。

内外面ともにナデ。 1～ 6ad

大砂粒含

結晶片岩

石英

(内 )暗灰黄

(外 )橙

弥生土器

甕Blイ

P-1

覆上

回径130 わずかに内傾する体部から屈曲

して外反する日縁部をもつ。

日縁端部は平坦におさめる。

内外面とも劉離激しく不

明。

1～ 4 EW

大砂粒多

く含

結晶片岩

石英

(内 )橙

(外 )橙

251と 同

個体

弥生土器

養
Ｐ．．
盈

底径60 底面は平底を呈す。

体部は直線的に外方にたちあが

る。

内外面 とも劉離のため不

明。

1～ 6 1anl

大砂粒含

結晶片岩

石英

橙 250と 同

個体

弥生土器

養Alエ

P-1

覆土

日径181 内彎気味にたちあがる体部から

「 く」の字状に屈曲して外反す

る日縁部をもつ。

日縁端部はやや丸 くおさめる。

回縁～体部外面はナデ。

内面は剣離のため不明。

1～ 5 Dal

大砂粒含

結晶片岩

石英

橙 P-4に
同個体 と

思われる

土器あり

弥生上器

鉢 (?)

P-1

覆土

底径79 底面は高台状の上げ底を呈す。

体部はわずかに内彎して、大き

く外方にたちあがる。

体部外面はヨコ方向ナ

デ。ていねいに仕上げら

れ、一部 ミガキのように

観察できる。

底面はケズリ。内面は底

面にユビオサエ痕のこす

が、主はヨコ方向ナデ。

1～ 4ma

大砂粒含

石英

結晶片岩

(内 )浅黄

(外 )

にぶい橙

254 弥生土器

蓋

P-1

覆土

径203
厚12
孔径04

円盤状 を呈 し、対面に 2孔ずつ

穿孔 (焼成前)さ れているもの と

考 えられる。

表裏面 ともナデ。 1～ 4 Da

大砂粒含

結晶片岩

石英

(表 )浅黄

(裏 )

にぶい黄橙
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番号 器 種
地点
層位 通

ｍ
形 態 の 特 徴 技 法 胎土 色調 備考

弥生土器

壺A′ 1

P-2

覆土

日径 121 内彎する体部か ら、や るやかに

屈曲して頸部、さらにゆるやか

に屈曲して外反する日縁部 をも

口縁端部 は損傷 しているが丸み

をおびた形状 となっている。

口縁部～体部外面 はナ

デ。

内面は、体部上端部にユ

ビオサエ痕多数残るが、

他はナデ。

1～ 3 EI

大砂粒含

結晶片岩

石英

(内 )黒褐

(外)控

256 弥生土器

壷BIae

P-2

覆土

回径257 外彎してたちあがる頸部からゆ

るやかに外反する口縁部 をも

口縁端部は平坦におさめ、端面

から口縁部外面にかけて刻目を

施す。頸部下端にも、刻目圧痕

文を施す。

口縁部外面 ヨコナデ。

頸部外面はナデ。

内面は剣離激 しいがナデ

に よる もの と考 え られ

る。

1～ 6 1al

大砂粒含

石英

結晶片岩

浅黄橙

弥生土器

壷 (?)

P-2

覆土

底径81 底面は高台状の上げ底を呈す。

体部は内彎気味に大きく外方に

たちあがる。

底面はナデ。体部外面は

劉離激しいが一部にタテ

ヘラミガキの痕跡をのこ

す。

体部内面は、底部にユビ

オサエ痕をのこすが、他

は剣離のため不明。

1～ 3 dln

大砂粒含

結晶片岩

石英

(内 )

にぶい黄橙

(外 )橙

258 弥生上器

甕A!イ a

P-2

覆土

口径266 内彎する体部から「 く」の字状

に屈曲して、外反する回縁部を

もつ。

口縁端部は平坦におさめ、刻目

を施す。

外面はナデ。

内面は剣離のため不明。

1～ 4m
大砂粒多

く含

結晶片岩

橙

弥生土器

壷

P-3

覆土

体部から屈曲してやや開き気味

の鎖部をもつ。

内外面 とも剣離激 しく不

明。

1～ 411m

大砂粒含

結晶片岩

石英

明責褐

260 弥生土器

壷Cl

P-4

覆土

口径180 内彎 してたちあがる体部からゆ

るやかに屈曲して直立する短い

頸部。

その頸部か ら、ゆるやかに外反

する日縁部 をもつ。

口縁部は内外面ともにヨ

コナデ。頸部外面は板獣

工具による横方向ナデ。

体部内外面、頸部内面は

ナデ。

1～ 41a

大砂粒含

結晶片岩

石英

橙

弥生土器

壺E″ !

P-4

覆土

口径130 直立する頸部からわずかに外反

する口縁部 をもつ。

口縁端部の上端面は平坦におさ

める。

口縁部内外面ヨコナデ。

顕部外面タテハケ、内面

はナデ。

1～ 2 1dl

大砂粒含

石英

橙

弥生土器

重

P-4

覆上

内彎する体部からゆるやかに属

由して、やや開き気味に立つ頸

部につながる。

頸部からさらにゆるく屈曲して

外反する日縁部につながると考

えられる。

内外面ともに剣麟のため

不明であるが体部上半内

面に顕著なユビオサエ痕

をのこす。

1～ 4 mal

大砂粒合

石英

にぶい褐 2次焼成

で変形・

変質か。

弥生土器

壷

P-4

覆土

口径 (84) 内彎気味の筒形の体部から小さ

くくびれて外反する口縁部をも

内外面 とも剣離。 1～ 3 DE

大砂粒含

石英

灰 2次焼成

で変質変

形か ?

弥生土器

菱

P-4

覆土

底径104

体部最大径

25 7

底面はわずかに上げ底を呈す。

体部は直線的に外方にたちあが

り、最大径付近で内彎する。

体部外面上半は劉離のた

め不明。体部下半はタテ

ヘラミガキ。底面はナデ。

体部内面はナデ。

底面にユビオサエ痕が明

瞭にのとる。

1～ 4 ndl

大砂粒含

(肉 )暗灰責

(外 )

にぶい橙

265 弥生土器

甕Alニ

P-4

覆土

回径181 内彎気味にたちあがる体部から

「く」の字状に屈曲して、外反

する日縁部 をもつ。

日縁端部は丸 くおさめる。

口縁部・体部の内外面と

もナデ。

1～ 4Hm

大砂粒含

結晶片岩

石英

明赤褐
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番号 器 種
地点
層位

法量
(cm)

形 態 の 特 徴 技 法 胎土 色調 備考

弥生上器

養Blイ a

P-4

覆土

日径244 肉彎気味にたちあがる体部から

屈曲して外反する短い口縁部を

もつ。

日縁端部は平坦におさめ、刻目

を施す。

口縁部および体部外面上

端はヨヨナデ。

体部外面はタテハケのち

ナデ。

内面は劉離のため不明。

1～ 3 mal

大砂粒合

石英

結晶片岩

橙

弥生土器

壷CI

P―

1、 2、 4

覆土

口径165 内脅する体部か らゆるやかに

(内面では稜をもって)屈曲し、

短い頸部は外反して回縁部につ

ながる。

日縁端部は平坦におさめる。

口縁部は内外面ともヨコ

ナデ。頸部外面はタテハ

ケの部分と、ナデによる

部分がある。

頸部内面、体部内外面は

ナデ。

0 5-3
EE大砂粒

含

結晶片岩

橙 P-1
2、  4

接合

弥生土器

壷AIホ

P―

2、 3、 電

回径214 頸部から大 きく外反する口縁

部。

口縁端部を下方に拡張し (折 り

かえし)、 端面は凹面を施す。

内外面 ともナデ。 1～ 3an

大砂粒含

結晶片岩

石英

(内 )

にぶい黄橙

(外 )橙

胎土に植

物 粒 (種

子 ?)を

含む

P-1、
2、  4

接合

269 弥生土器

壷

P-2、 4

覆土

内脅してたちあがる体部。

頸部境より連続して、櫛描直線

文、波状文 2条、円弧文を巡ら

す。

外面ナデ。

内面ユビオサエ

2～ 5 Hn

大砂粒含

石英

結晶片岩

黄橙色 P-2、 4

接合

番号 器 種
点
位

地
層 肇

ｍ
幅

ｍ
騨
ｍ

重量
(g)

遺存
状態 石 材 特徴 。備考

小型方樺 伏片刃

石斧

P-4

覆土
11 一部欠損

結晶片岩

(緑色片岩 )

第20表 SK1008 出土遺物観察表 6K1008朧禰刷時に4悧 1囮A、 ,陳 B、 前 C、 麟をDとする。好は、取り上躍副

番号 器 種
点
位

地
層 涯

鰤
形 態 の 特 徴 技 法 胎土 色調 備考

弥生上器

壷Aェ

B-6。 10

覆上上面

口径112

底径58
体部最大径

18 5

器高297

底面はわずかに上げ底を呈す。

体部は、内彎してたちあがり、

断面楕円形 を呈すが歪みがあ

る。屈曲して直立する頸部から、

さらに屈曲して外反する短いロ

縁部をもつ。

日縁端部はまるくあいまいにお

さめる。

回縁部内外面ともヨコナ

デ。

頸部は外面タテヘラミガ

キ。

内面タテ方向ナデ。

体部は外面、中・上位は

タテハケ。

下位はナデとおもわれる

が一部タテハケ、タテヘ

ラミガキか窃 察できる。

内面は、ユビオサエが上

位 。最大径付近、底面に

目立ち、あとは強いユビ

ナデによる。

外、底面はナデ。

1～ 5 wn

大砂粒含

石英

結晶片岩

(内 )黒

(外 )明赤褐

272 弥生土器

壼Al

B-13

底面

口径■ 8

底径78
体部最大径

22 0

器高351

底面はわずかに上げ底を呈す。

体部は、内彎してたちあがり、

最大径が中位にある断面楕円形

を呈す。口頸部は体部から屈曲

して外彎し、ラッパ状に開く。

日縁端部はわずかに月巴厚し、平

坦におさめる。

口縁部外面ヨヨナデ。

頸部内外面ともタテ方向

を主とするナデ。

体部外面上端部は、ヨコ

方向を中心 とする板 ナ

デ。中・下半はタテヘラ

ミガキ。

内面上半はユビオサエ、

中位は板ナデ。下半は板

ナデおよび強いユ ビナ

1～ 5m
大砂粒合

石英

結晶片岩

にぶい赤褐

―-262-―



番号 器 種
点
位

地
層

法量
(cm)

形 態 の 特 徴 技 法 胎 土 色調 備考

デ。内底面はユビ、あるいは板

のオサエのためにかなり乱れて

いる。

弥生土器

壷Al

覆土 回径148 内彎 してたちあがる体部か ら、

ゆるやかに屈曲してほrFE立す

る頸部。

日縁部 は、ゆるやかに屈曲して

外反する。

日縁端部 は平坦におさめる。

口縁部は内外面 ともにヨ

コナデ。

頸部内外面とも剖離のた

め不明。

体部外面はナデ。

内面は、体部中位に多数

のユビオサエ、上位はユ

ビナデ。

1～ 5 md

大砂粒含

石英

結晶片岩

明黄褐

琳生土器

壷Ala

B・ D-8

覆土

日径149 半球形に内彎してたちあがる体

部上半。顕部は屈曲して直立し、

日縁部はゆるやかに大きく外反

する。

日縁端部は、平坦におさめ、刻

目を施す。

回縁部・ 頸部 は内外面 ヨ

コナデ。体部外面ナデ。

内面 はユビオサエ、ナデ。

1～ 2 mu

大砂粒含

石英

長石

(内 )に ぶい

黄橙

(外 )橙

体部内面

ヘラ描き

記号 (?)

逆「 く」

の字。

275 弥生土器

壺Ala

A・ D―

13・  8

覆土

口径142

底径56
体部最大径

20 1

器高316

底面は平底を星す。

体部は内彎してたちあがり断面

楕円形をなす。

頸部は屈曲して、開き気味にた

ちあがり、口縁部はゆるやかに

外反し、ラッパ状を呈す。口縁

端部は平坦におさめ、繰伏の刻

目を施す。

回縁部外面ヨコナデ。

内面は剣離のため不明。

頸部内外面ともにナデ。

体部は、外面はナデ、内

面は上半部ユビナデ。

下半はナデ。底面もナデ。

0 5～ 2

mal大 砂粒

含

石英

結晶片岩

(内 )黒褐

(外 )橙

276 弥生土器

重Aradg

C-1

底面

日径150

底径77
体部最大径

23 3

器高310

底面は平底を呈す。

体部は内彎してたちあがり、中

位の最大径のやや張る、算盤玉

に近い形態をなす。

頸部はゆるやかに屈曲して直立

し、それにつづ く日縁部はゆる

やかに大きく外反する。

日縁端部はやや】巴厚するが平坦

におさめる。

日縁端部にヘラによる刻目。頸

部裾に指頭圧痕文突帯 1条、体

部中位、刺突列点文を施す。

日縁部内外面ヨコナデ。

頸部外面タテハタ。体部

上半はタテハケ、中位は

ヨコヘラミガキ、下位は

タテヘラミガキ。頸部内

面はナデ、体部内面上位

はユビオサエ、中位はヨ

コハケ、下位はタテハケ、

底面にユビオサエ痕。

1～ 8 1nal

大砂粒含

石英

結晶片岩

赤

277 弥生上器

壷Fl

C15
覆土

日径130

底径78
体部最大径

21 7

器高331

底面は平底を呈す。

体部は内彎してたちあがり、歪

みがあるが基本的に断面楕円形

を星す。

日頸部は屈曲して、やや内彎気

味に、外反するが、口縁端部は

平坦におさめる。

頸部外面に断面三角形の突帯を

2条巡らす。

回頸部内外面 ヨコナデ。

体部外面上位にタテハケ

が観察できるがあとは剖

離のため不明。

内面および底面はナデ。

0_5-4
mm大砂粒

含

石英

黒雲母

長石

(内 )黒

(外 )褐

搬入土器

(讃岐)

弥生土器

壷A
C-2

覆土

底径50
体部最大径

13 9

底面はわずかに上げ底。

体部は、最大径部分が強 く張る、

算盤玉に近い形態。

頸部はやや開き気味にたちあが

り、屈曲して外反する口縁部に

つながる。

頸部外面はタテヘラミガ

キのちヨコナデ。

体部外面はタテヘラミガ

キ。

頸部～体部上半内面は、

絞 り痕、体部中位はユビ

オサエ、下半はヨコ方向

ケズリ。

1～ 5 1nt

大砂粒含

石英

結晶片岩

(内 )褐灰

(外 )に ぶい

橙

半分黒斑

弥生上器

壷

覆 土 底径76 底面は、わずかに上げ底を呈し、

底部端はまるくおさめる。

体部は内彎気味に大きく外方に

たちあがる。

体部外面 はタテ方向ナ

内面は、ヨコ方向を中心

とするユビナデ。

1～ 611

大砂粒含

石英

結晶片岩

赤
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番号 器 種
地点
層位

法量
(cm)

形 態 の 特 徴 技 法 胎 土 色調 備考

280 弥生土器

壷

B-6
8'11
12

覆上

底径63 底面はわずかに上げ底、底部瑞

はまるくおさめる。

体部は内彎して大きく外方にた

ちあがる。

内外面 ともにナデ。 1～ 9 ED

大砂粒多

量含

石英

結晶片岩

橙

弥生土器

壺 (把手 )

覆土 長124
長径34
短径28

断面、精円形の円柱状を星す。

壷の頸部裾から、体部上半に縦

方向についていたものと考えら

れる。中空である。

壷体部は、タテヘラミガ

キ。

把手は、全面タテヘラミ

ガキで、接着部は、ユビ

ないし、ヘラ状工具で、

おさえる。

0 5^ヤ  4

mm大砂粒

含

石英

結晶片岩

赤

弥生上器

甕AIニ

B-8

覆土

口径 134 内彎 してたちあがる体部か ら

「く」の字状に屈曲して外反す

る日縁部。

端部は、損傷のため正確な形は

不明であるが、現状からは、丸

くおさめられているようであ

る。

内外面ともに、剣離のた

め判然としてないが、ナ

デによるもの と思われ

る。

1-3 5
mI大砂粒

多量含

石英

結晶片岩

(内 )にぶい

橙

(外 )明赤褐

283 弥生土器

養Alロ

B
覆土

回径 173 内彎 してたちあがる体部か ら

「 く」の字状に屈曲して外反す

る短い口縁部をもつ。

口縁端部は、やや強いヨコナデ

により上方に拡張する。

端面は、やや丸 くおさめられて

いる。

口縁部内外面ともヨヨナ

体部外面は、上端部でタ

テヘラミガキのちヨコナ

以下タテヘラミガキ。

内面はナデ。

1～ 4 mat

大砂粒含

石英

長石

灰褐 搬入土器

(?)

(讃岐 )

弥生土器

養Alイ

A13
覆土

日径208 内彎する体部から「 く」の字状

に大 きく外反する日縁部 をも

日縁端部の形状は損傷により、

不明確であるが他の甕の形状か

ら考えて、平坦におさめるもの

であろう。

口縁部および体部外面は

剣離のため不明。

体部内面はユビオサエ痕

をのこし、ていねいにナ

デを施す。

1～ 7111

大砂粒多

量含

石英

結晶片岩

橙

弥生土器

甕Alニ

B-7

底面

口径178
底径56
(孔径 12)

体部最大径

21 5

器高325

底面はわずかに、上げ底 を呈 し、

焼成前に穿孔。

体部 は内彎 してたちあが り、最

大径は上位にあるイチジク形 を

呈す。

日縁部 は「 く」の字状 に鋭 く屈

曲し、外反する。

端部 は、やや丸 くあいまいにお

さめる。

回縁部内外面 ともヨコナ

体部外面、上端はヨコナ

デ。

上半はタテハケ下半はタ

テヘラミガキ。

底部外面ユビオサエ、底

面ナデ。

体部内面上半はユビオサ

エ・ ナデ。

部分的にタテハケの痕跡

のこす。

下半は、タテ方向を中心

とするナデ。

1～ 6 nun

大砂粒含

石英

結晶片岩

明赤褐

弥生土器

甕Alニ

B-7

底面

口径246

底径73
体部最大径

28 2

器高(387)

底面 は平底 を呈す。

体部は内彎 してたちあが り、最

大径は、やや上位 にある、イチ

ジク形 を呈す。

日縁部 は「 く」の字状に鋭 く屈

曲し、外反する。

日縁部 は、平坦だが、あいまい

に仕上げる。

回縁部内外面 ともにヨコ

ナデ。

体部外面上位はナデ、中

位はタテヘラミガキ、下

半は剣離のため不明。内

面はナデによる。

1-4mロ

大砂粒含

石英

チャー ト

橙

弥生土器

甕A!イ

C-14。 15

底面

日径221
底径82
体部最大径

27 5

器高379

底面はわずかに上げ底 を呈す。

体部は内彎 して、たちあが り、

最大径 は、やや上位 にあるイチ

ジクに近い形を呈す。

日縁部は「く」の字状に屈曲し、

口縁部内外面ヨコナデ。

体部外面上端はナデ、以

下タテハケ。

底面ナデ。体部内面上半

は左上 り、ナナメナデ。

1～ 5 wn

大砂粒含

石英

結晶片岩

赤褐
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番号 器 種
地点
層位

法量
(cln)

形 態 の 特 徴 技 法 胎 土 色調 備考

外反するが、その角度はやや小

さい。

端部は平坦を基本とするが、や

やあいまいである。

下半はタテ方向ナデ。

原体 は板 またはユビ。

内底面 は、月巴厚 させ、ユ

ビでていねいにナデる。

弥生土器

甕Alイ

B-8

底面

口径320 内彎してたちあがる体部から、

「 くJの字伏に鋭 く屈曲して、

外反する日縁部をもつ。口縁端

部は、平坦におさめる。

回縁部内外面は、ヨコナ

デ。

体部外面 は剣離激 しい

が、内面はタテ方向のナ

デによる。

1～ 7 1un

大砂粒含

石英

結晶片岩

(内 )暗灰黄

(外 )橙

弥生土器

甕Alハ

B-5
底面

口径269

体部最大径

32 0

体部は内彎してたちあがり、倒

卵形を星す。

日縁部は「 く」の字伏に鋭 く屈

曲して外反する。

体部上端にナデによるわずかな

段をもつ。

日縁端部はやや凋巴厚し、平坦に

おさめる。

口縁部 内外面 ヨコナデ。

体部外面上位 はナデ、中

～下位は主に左上 リナナ

メ方向の ミガキ。

内面中・上位 は左上 リナ

ナメハケ、下位 はナデ。

1～ 4 mu

大砂粒含

石英

結晶片岩

浅責橙 口縁一部

に煤付着

黒斑あり。

弥生土器

鉢A
A-4
底面

口径260
底径88
器高156

底面は平底 を呈す。

体部は内彎 して外方にたちあが

り、半球形をなす。

口縁部 はゆるやかに屈曲して外

反 し、端部はまるくおさめる。

口縁部内外面ユビナデ。

体部外面は、ヨコヘラミ

ガキのち、左上 リナナメ

ヘラミガキ。

体部内面および底面は,
デ。

1～ 5 mm

大砂粒多

量含

石英

結晶片岩

明黄褐

弥生土器

高杯A
B
底面

口径 241 脚台部から、内彎して外方にた

ちあがる、半球形の杯部。

口縁部は屈曲して外反する。

口縁端部は平坦におさめる。

口縁部内外面ともにヨコ

ナデ。

杯部内外面ともにナデ。

杯部底は、円盤充填法に

よる。

1～ 7 mu

大砂粒多

量含

結晶片岩

石英

赤橙 剣睡のた

め調整不

明

番 号 器 種
点
位

地
層 肇

ω
幅

伽
隣
ｍ

重量
(g)

遺存
状態

石 材 特徴 。備考

石槍 炭化物上 (67) (40) (20) (5909)
先端・基

部欠損
サヌカイ ト 両極打法による成形。一部擦痕あ り。

スクレイパー
C-1

覆上
64 13 23 27 完存 サヌカイト 下辺に両極調整により、刃部形成。

打製石庖丁 覆土 (98) (37) (3190) 欠 損
結晶片岩

(石英片岩)

両面に自然面のこす。端部快りあり。

両極打法による粗い成形、刃部形成。

打製石庖丁 (28) (2652) 欠損
結晶片岩

(石英片岩 )

石鎌
D-4

覆土
06 1290 完存

結晶片岩

(石英片岩 )

下辺のみ両面調整 (?)に よる刃部形

成。

第21表 SK1014 出土遺物観察表愴騰掘肖峙に中央に畦をのこして掘削。】畔をA、 畦B、 南半C、 調査区壁面Dとする。)

番号 器 種
点
位

地
層 漣

鰤
形 態 の 特 徴 技 法 胎土 色調 備考

弥生上器

壼AI

A
覆土

口径104 半球状に内彎してたちあがる体

部。頸部は屈曲して直立しゆる

やかに屈曲して外反する日頸部

をもつ。

日縁端部は、平坦におさめる。

口縁部内外面ともヨコナ

頸部・体部外面はナデ。

頸部内面から、体部上半

は、絞 り痕のこす。体部

中位はユビオサエ。

粘土接合反を内面にのこ

す。

1～ 211

大砂粒含

石英

結晶片岩

(内 )褐色

(外 )灰黄褐

-265-



番号 器 種
点
位

地
層 漣

ｍ
形 態 の 特 徴 技 法 胎土 色調 備考

弥生上器

壷Al

A
覆土

口径95
体部最大経

13 0

半球形に内彎 してたちあがる体

部。頸部 は屈曲して、やや開き

気味にたちあが り屈曲して、外

反する日縁部 をもつ。

日縁端部は、 まるくおさめる。

口縁部内外面ともヨヨナ

デ。頸部内面ナデ。体部

外面は左上 リナナメヘラ

ミガキを施すがナデ優

勢。体部内面は、板状エ

具によるナデ。

1～ 4 ma

大砂粒含

石英

(内 )明赤褐

(外 )橙

299 弥生上器

壷Al

C

覆土

回径117

体部最大径

18 8

半球形に内彎する体部上半。頸

部はやや開き気味にたちあが

り、ゆるやかに外反する日縁部

をもつ。

口縁端部は平坦におさめる。

回縁部内外面ヨヨナデ。

頸部外面はナデ。内面は

ユビナデ。

体部外面はタテヘラミガ

キ。

体部最大径付近で上半の

単位 と下半の単位が接す

る。内面はユピオサエ。

強いユビナデ痕が多数の

こる。

1～ 7 md

大砂粒含

石英

結晶片岩

橙

弥生土器

壺Aic

D
覆上

口径 187 内彎する体部か ら、屈曲 して直

立する頸部。

日縁部 はゆるやかに屈曲 して大

きく外反する。

日縁端部は、やや丸味 をおびた

平坦面に仕上げる。

頸部裾に断面三角形の賠付突帯

を巡 らす。

口縁部内外面 ともヨコナ

デ。

頸部・ 体部外面ナデ。

頸部内面はナデ。体部内

面は強いユビナデ。

1～ 4th

大砂粒含

石英

結晶片岩

にぶい黄橙

弥生土器

壷Al

A・ B
覆上

口径■ 0

底径62
体部最大径

18 5

器高(218)

底面は、平底を呈す。体部はわ

ずかに内彎気味に外方にたちあ

がり、最大径付近で大きく内彎

する。

体部から、ゆるやかに外彎 して

直立する頸部。

さらに屈曲して外反する口縁部

をもつ。日縁端部は平坦におさ

める。

全面に剣離が激しく詳細

不明であるが、日縁内外

面はヨコナデ。

頸部内外面 タテ方向ナ

デ。

体部上半は、一部タテハ

ケ状の痕跡が観察できる

が、不明。最大径付近 も、

ヨコ方向に調整されてい

るようであるが、不明。

下半はまったく不明。内

面は、底部にユビオサエ。

あとはナデによるものと

思われる。

1～ 5am

大砂粒含

石英

結晶片岩

(内 )黄褐

(外 )に ぶい

橙

弥生土器

壷Al

A・ B
覆土

回径146

底径70
体部最大径

19 1

器高304

底面は欠損のため不明。

体部は内面にたちあが り、倒卵

形を呈す。

頸部は、ゆるやかに屈曲して、

ほぼ直立し、ゆるやかに外反す

る日縁部をもつ。

日縁部はまるくおさめる。

回縁内タト面ヨコナデ。

頸部外面擦痕のはっきり

のこるヨヨナデ。内面タ

テ方向ナデ。体部外面上

半ヨコ方向ナデ。

下半タテヘラミガキ(?)

内面上位はユビォサエ。

中～下位はナデ。

1～ 31m

大砂粒少

量含

石英

(内 )黒褐

(外 )橙

303 弥生土器

壷Alg

A
覆土

回径153

底径66
体部最大径

20 5

器高283

底面はわずかに上げ底を塁す。

体部は内彎してたちあがり断面

楕円形を呈す。

頸部はゆるやかに屈曲し外彎し

てたちあがる。

日縁部は頸部につづき、大きく

外反する。

日縁端部は平坦におさめる。

体部 。最大径よりやや上位に 2

列の刺突列点文を施す。

口縁内外面ヨコナデ。

特に日縁部内面に強いヨ

コナデ。

頸部外面タテハケだが、

下端 はヨコナデで消 え

る。

内面タテ方向ナデ。体部

外面、上位はタテハケ、

中位はヨコヘラミガキ、

下位はタテヘラミガキの

部分とナデの部分とがあ

る。

内面上位はユピオサエ、

ナデ。

0 5～ 2

1nII大砂粒

含

石英

結晶片岩

赤 橙
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番号 器 種
点
位

地
層 濾

ｍ
形 態 の 特 徴 技 法 胎 土 色調 備考

中位は部分的に左上 リナ

ナメハケ、下半は、タテ

方向板ナデ。

304 弥生上器

壷Alad

C

覆土

口径220 内彎する体部から、屈曲してや

や開き気味に直立する頸部につ

ながる。

日頸部はさらにゆるやかに屈曲

し、外反する。端部は、やや下

方に拡張しふくらみ気味におさ

めた端面には、右上 リナナメと

下半に垂直な二種の刻目を同時

に施す。

頸部下端には、うすい指頭圧痕

文突帯をめぐらす。

口縁部内外面ヨコナデ。

頸部・体部内外面ナデ。

1～ 4ma

大砂粒含

石英

結晶片岩

黄橙

305 弥生土器

壷Arad

D
覆土

回径207
冥ピ奪え笹撃書岳義景をと五:

口縁端部は、肥厚し、端面を平

坦におさめて、刻目を施す。

頸部端には、うすい指頭圧痕文

突帯をめぐらす。

日縁部内外面ヨコナデ。

とくに上面に強いナデが

入る。

頸部・体部、内外面とも

にナデ。

1～ 4 wn

大砂粒含

石英

結晶片岩

褐

弥生上器

壺Aiad

B
覆土

回径181 内彎する体部から、屈曲して、

開き気味に直立する頸部。

日縁部はさらにゆるやかに屈曲

して大きく外反する。

日縁端部はわずかに上下に拡張

し、平坦におさめた端面に、刻

目に施す。頸部端にはうすい貼

付突帯をめぐらし、逆D字形に

大きく刻む。

口縁内外面 ともにヨコナ

デ。

頸部・体部、内外面とも

にナデ。

1～ 3 mal

大砂粒含

石英

結晶片岩

橙

弥生上器

壼Aldg

C・ D
覆土

口径155

底径81
体部最大径

21 6

器高296

底面は平底を塁す。

体部は内彎してたちあがり、断

面楕円形を星す。

頸部は屈曲し、外彎にたちあが

る。口縁部は頸部につづき大き

く外反する。

日縁端部はやや肥厚し、端部 は

平坦におさめる。

頸部下端に逆D字の圧痕文を施

す貼付突帯、最大径付近に2つ

単位の刺突列点文を施す。

口縁部内外面ヨコナデ。

頸部外面タテハケ、内面

タテ方向ナデ。

体部外面上半 はタテハ

ケ、およびナデ。

最大径の下位はヨコヘラ

ミガキおよびナデ。下位

はタテヘラミガキ。内面、

最上位、最大径付近、底

面はユビオサエ痕、顕著

であるがタテ方向板ナデ

を主とする。

一部にタテハケの痕跡あ

り。

1～ 3 nI

大砂粒含

石英

結晶片岩

赤

弥生上器

壷A2bd

B

覆土

口径226 やや開き気味に、たちあがる頸

部からゆるやかに屈曲して大き

く外反する口頸部をもつ。

口頸端部は肥厚させ、 3条の凹

線を施す。

日縁部上面には、 2条単位櫛描

による斜格子文がみられ、頸部

下端は、圧痕文突帯をめぐらせ

る。

口縁部内外面ヨコナデ。

頸部外面はタテ方向ナ

デ。

内面は、中位にユビオサ

エ痕が並び、ヨコ方向ナ

デで仕上げる。

1～ 3 Hl

大砂粒含

石英

灰 白

309 弥生上器

姦A2abdg

C・ D
覆土

口径219

底径92
体部最大径

29 8

復 元 器 高

(357)

底面は平底を呈す。体部は、内

彎気味にたちあがり最大径付近

で、大きく内彎してたちあがる

算盤玉状を呈す。

頸部は屈曲して直立し、回縁部

はゆるやかに屈曲して大きく外

反する。

口縁部内外面 ヨコナデ。

頸部外面タテハケ、内面

ヨコナデ。体部上半外面

タテハケ、内面ユビオサ

エ、一部に左ナナメハケ。

最大径付近 は外面 ヨコヘ

ラミガキ、内面左上 リナ

1～ 3 1ua

大砂粒含

石英

結晶片岩

(内 )暴

(外 )淡黄
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番号 器 種
地点
層位

法量

(cln)
形 態 の 特 徴 技 法 胎 土 色調 備考

日縁端部はやや肥厚し、ほぼ平

坦な端面には、 2条の凹線と刻

目、 4個 を単位とする円形浮文

を貼付ける。

口縁部上面には、 2～ 3条単位

の斜格子文が施される。

頸部下端には、うすいカマポコ

状の貼付突帯に瓜形の刻目を施

し、体部中央に刺突列点文を施

す。

ナメハケ、一部ナデ、底

面はナデ。

下半外面 タテヘ ラ ミガ

キ、内面はナデおよび原

体の異なるタテハケ。

弥生土器

壷Alaf

覆 土 回径142 内彎にたちあがる半球面にちか

い体部か ら、屈曲して直立する

頸部。

日縁部はさらにゆるやかに屈曲

して外反する。端部 はわずかに

上方に拡張 し端面を平坦におさ

め、刻 目を施す。

体部上半、櫛描直線文を水平 に

1条、垂直に 2条ずつ、 3ヶ 所

(?)に描 く。

口縁部内外面 ヨヨナデ。

頸部内外面ナデ。

頸部内外面ナデ。体部外

面タテ方向板ナデ。内面

はユ ビオサエ。

1～ 4 mal

大砂粒含

橙 ヘラ描き

記号文(り

弥生土器

童Af

A・ B
覆上

口径(120)

体部最大径

(170)

内彎す る球形 にちか い体部 か

ら、屈曲して直立する頸部。

口縁部はさらにゆるやかに屈曲

して大 きく外反する。

体部上半に櫛描による上か ら直

線文、波状文、簾状文、波状文、

簾状文が施 される。

外面は剰離激 しいがナデ

によるもの と思われる。

日頸部内面はナデ。

体部内面にはユビオサエ

痕多数の こる。

0 5～ 3

ma大砂粒

含

石英

結晶片岩

明褐

弥生土器

壷Albf

B

覆土

口径128

底径68
体部最大径

23 4

器高354

底面は平底を星す。

体部は内彎してたちあが り、倒

卵形を呈す。頸部は屈曲して直

立し、回縁部は大きく外反じて、

やや垂下する。日縁端部はやや

まるくおさめる。日縁部上面に

刺突列点文、櫛楢波状文をめぐ

らせ、同じく波状文を6ヶ 所。

頸部内面に縦に施す。体部上半

に、櫛描の直線文 2条波状文 2

条を施す。

日縁部内外面ヨコナデ。

頸部外面ナデ。内面タテ

方向ナデ。

体部外面、上半はタテハ

ケ下半はタテヘラ ミガ

キ。

内面は上位、最大径付近、

底面にユビオサエ痕を多

くのこすが、主としてタ

テ方向のユどナデ。

底部外面ヨヨナデ、底面

ナデ。

1～ 5 na

大砂粒含

石英

結晶片岩

(内 )暗赤灰

(外 )明赤褐

弥生土器

壷 E′ 】c

A・ B

覆土

回径144 内彎する体部か ら、ゆるやかに

屈曲 して、やや外反 し、直線的

にのびる日頸部 をもつ。

日縁端部 はわずかに肥厚させ、

平坦におさめる。

頸部には、断面三角形の賠付突

帯をめぐらす。

口縁部内外面はナデ。

突帯もヨコナデ。体部外

面には、一部ハケが観簾

できるが主としてナデ。

頸部から体部内面はユビ

オサエ、ユビナデ痕を多

数のこす。

一部板ナデ状の痕跡もみ

うけられる。

1～ 5 mI

大砂粒含

石英

結晶片岩

(内 )暗灰黄

(外 )橙

弥生上器

重A′ I

覆土 口径146 体部から、ゆるやかに屈曲して、

直立する頸部。 さらにゆるやか

に外反する短い口縁部をもつ。

口縁端部 は平坦におさめる。

刻 目を施 しているように見える

部分 もあるか確認できない。

内外面 ともナデ。 1～ 2 5

du大砂粒

含

結晶片岩

にぶい橙

弥生土器

壷EI

BoC
覆土

口径112

底径68
体部最大径

181

器高300

底面は平底を呈す。体部は内彎

してたちあがり、断面楕円形を

呈す。

頸部は屈曲してほぼ直立し、そ

れにつづ く日縁部は、わずかに

口顎部内外面ヨコナデ、

外面の一部にタテハタの

痕跡をのこす。

体部外面・最上位にタテ

ハケの痕跡をのこすが、

1～ 51m

大砂粒少

量含

石英

結晶片岩

明黄褐
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番号 器 種
地点
層位

法量
(cm)

形 態 の 特 徴 技 法 胎土 色調 備考

外反する。

日縁端部は平坦におさめる。

ほぼナデ。中・下位 は、

タテ方向の ミガキ、内面

上位 と底面 にユ ビオ サ

エ、中位は板ナデ。底部

外面ユビオサエ、ナデ。

底面はナデ。

弥生土器

壷Fl

C・ D
覆土

口径124

底径66
体部最大径

20 6

器高300

底面は、欠損のため不明。

体部は内彎気味にたちあがり、

最大径で大きく内彎している。

中位の最大径が強く張る形状を

量す。頸部はゆるやかに屈曲し、

短 く直立する。

口縁部は直線的に外方に開く。

日縁端部はやや肥厚し、ふくら

み気味におさめる。日縁部外面

断面三角形の貼付突帯を2条巡

らす。

口縁部、頸部・ 内外面ヨ

コナデだが、外面一部に

タテハケの痕跡 をの こ

す。

体部外面上位 はタテハ

ケ、中位はヨコヘラミガ

キ、下位はタテヘラミガ

キ。内面は上位ユビナデ、

中位はユビオサエ、下位

は左上 リナナメハケをの

こすが、主としてナデ。

0 5-5
mm大砂粒

含

石英

(内 )灰

(外 )灰 自

弥生土器

壺Dla

A
覆土

回径362 内彎する体部から、屈曲してラ

ッパ状に開く口顎部をもつ。日

縁端部は肥厚 して平坦におさ

め、ヘラ描きの刻目を施す。

回縁内外面 ヨコナデ。

頸部外面はタテハケ、基

本的に 3分割でわずかに

もりあが りをみせる。内

面はナデ。体部外面上半

はタテハケ。

1～ 6両

大砂粒含

結晶片岩

橙 318と 同

個体

弥生土器

壷

A・ B
覆土

底径 161 底面 は平底 を星す。体部 は内彎

して大 きく外方にたちあがる。

おそらくは球形に近い体部 と考

えられる。ただし内面の剣離激

しく、実厚の不明な部分が大 き

体部外面基本的にタテヘ

ラミガキ。下端はヨコヘ

ラミガキ。底部外面はユ

ビナデ。底面はナデ。内

面は剣難のため不明。

1～ 4 mn

大砂粒含

結晶片岩

橙 317と 同

個体

319 弥生土器

壼A
覆土 底径60

体部最大径

18 4

底面は欠損にて不明。

体部は一様に内脅してたちあが

り、球形にちかい形状を星す。

頸部は屈曲して、やや開き気味

にたちあがり、口縁部 につづ く。

頸部内外面 タテ方向ナ

体部外面タテヘラミガキ

およびナデ。

内面上位は、ユビオサエ、

ナデ。

中～下位 はタテ方向ナ

デ。

1～ 5 mm

大砂粒少

量含

石英

砂岩

(内 )黒褐

(外 )褐

320 弥生土器

壷A
B

覆土

底径68
体部最大径

19 1

底面は平底 を呈す。体部 は内彎

してたちあが り、中位に最大径

をもち、やや張る。

頸部はゆるやかに屈曲してほぼ

直立する。

頸部外面 はヨコナデ。内

面ナデ。

体部外面 はていねいなナ

デ。

内面の上位、最大径付近、

底面はユビオサエ、他は

板ナデ。

05以 下

-3 mmt
砂粒少量

含

石英

結晶片岩

(内 )赤

(外 )に ぶい

赤

弥生土器

壺

B

覆上

底径81
体部最大径

25 0

底面は平底を星する。体部は内

彎気味にたちあがり、最大径付

近で大 きく内彎 してたちあが

る。最大径は中位にあり、球形

に近い体部上半は剣離激しいが

櫛描の円弧文が確認できる。

体部上半は剣離激 しい

が、ナデによるものとお

もわれる。

中～下位については、ナ

デを主とし。部分的に、

ナナメ・ タテハケが観察

できる。

内面は、上端 と下部付近

にユビオサエを多 くのこ

すが、主はナデ。

1～ 8 ma

大砂粒含

石英

結晶片岩

灰褐

弥生土器

壷

B・ C

覆土

底径81 底面は剰離しているが、平底 と

おもわれる。

体部は内電してたちあがり、上

体部外面ナデ。

底面ナデ。

1～ 41n

大砂粒含

石英

赤
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番号 器 種
地点
層位

進
ｍ

形 態 の 特 徴 技 法 胎 土 色調 備考

半部に最大径をもつ。

体部上半に竹管文が 1列施され

る。

結晶片岩

弥生土器 D
覆上

体部最大径

25 6

内彎してたちあがる球形にちか

い体部。

体部上半には、 2つ単位で 2列

の列点文をめぐらす。

体部外面上半はナデ。

下半はタテハケ。

内面はナデ。

0 5-2 5

nal砂 粒含

石英

結晶片岩

橙

弥生土器 B
覆上

底径59 底面は平底を呈す。

体部は内脅して、外方にたちあ

が り、半球状をなす。

体部外面は、タテヘラミ

ガキをよく残す部分 と、

ナデによる部分が交錯す

る。

内面はタテ方向を中心と

するハケ調整。

底部外面はユピオサエ底

面はナデ。

1～ 3nd

大砂粒含

石英

結晶片岩

(内 )褐灰

(外 )橙

325 弥生土器

壷

覆土 底径08
体部最大径

19 0

底面は平底を呈す。体部は内彎

して、外方にたちあがるか、体

部はあまり張らず、長胴形を呈

す。

体部外面 は、タテヘラ ミ

ガキが主であると考えら

れるが、ナデによる部分

もある。

底部外面はユビオサエ、

ユビナデ。

底面はナデ。

内面は底面にユビオサエ

をのこすが、主としてナ

デ。

1～ 4un

大砂粒含

石英

結晶片岩

橙

326 弥生土器 C
覆土

底径68 底面は平底を呈す。

体部は内彎して外方にたちあが

る。

体部外面 タテヘラ ミガ

キ。

底面および内面板ナデ。

1～ 5 mI

大砂粒含

石英

結晶片岩

にぶい赤褐

327 弥生土器

壷 (?)

覆 土 底径95 底面はわずかに上げ底を星す。

底面はうすく、体部もわずかに

内彎気味に外方にたちあがる。

体部外面 タアヘラ ミ

キ。

底面はナデ。

内面は劉離激しいが、

デを基本 とする。

ガ

ナ

1～ 5 ma

大砂粒含

結晶片岩

(内 )黄灰

(外 )にぶい

赤褐

弥生土器

壷 (?)

A・ B
覆土

底径92 底面は、やや丸みをおびた平底。

底部厚は体部とかわらない。

体部は、やや直線的に、のち内

彎してたちあがる。

体部外面中位は、ヨコヘ

ラミガキ、下半はタテヘ

ラミガキ、底面はナデ。

内面中位はタテハケ。

下位にヨコヘラミガキ、

底面はていねいなナデ。

0 5^ヤ 2

Eud大 砂粒

含

石英

橙

弥生土器

甕Aェ イ

3

覆上

口径258 直線的に内傾する体部から「 く」

の字状に鋭 く屈曲して外反する

日縁部をもつ。

口縁端部は、平坦におさめる。

内外面とも劉離のため不

明。

1～ 3 mI

大砂粒含

石英

橙

弥生土器

甕Alハ

C
覆土

口径204 直線的に内傾する体部か ら、

「 く」の字状に屈曲して外反す

る日縁部をもつ。

口縁端部はやや肥厚し、端面は

まるく仕上げる。

口縁部屈曲部内外面 とも

ヨコナデ。

体部外面 はタテハクの

ち、一部ナデ。

体部内面は左上 リナナメ

ハ ケ 。

1～ 2 Hd

大砂粒含

石英

(内 )褐灰

(外 )に ぶい

橙

弥生土器

甕Alハ

AB
覆上

口径 194 内彎する体部から「 く」の字状

に屈曲して、外反する口縁部。

日縁部は厚 く、端部はさらに肥

厚する。端面はナデにより、わ

ずかに凹面に仕上げる。

口縁部内外面 ヨヨナデ。

体部外面タテハケ。

体部 内面上端 は ヨコナ

デ。

以下ナデ。

0 5々や2

mt大砂粒

含

石英

結晶片岩

橙

弥生土器

甕Alハ

D

覆土

口径274

体部最大径

内彎 してた ちあが る球形 の体

部。

口縁部 内外面 ヨコナデ。

屈曲部外面、強いヨコナ

0 5-3
Hal大砂粒

浅黄橙
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番号 器 種
点
位

地
層

法量
(cm)

形 態 の 特 徴 技 法 胎土 色調 備考

口縁部は「 く」の字状に屈曲し

て、外反する。

屈曲部外面には強いナデが入 り

稜をもつ。

日縁端部は大きく肥厚し、端面

は凹面に仕上げる。

体部内外面はナデ。

含

石英

弥生土器

甕Alニ

覆土 口径150 内彎してたちあがる卵形に近い

体部から「く」の字状に大きく

屈曲して外反する口縁部 をも

口縁端部はゆるく不規則に波う

ち、端部 はまるく、あいまいに

仕上げる。

玉縁状にめくれる部分もある。

回縁部内外面ヨヨナデだ

があいまい。

体部外面は、タテヘラミ

ガキ上端はヨコナデ。

体部内面は、タテ方向を

主とするナデ。

1～ 5am

大砂粒多

く含

石英

結晶片岩

にぶい黄橙

弥生土器

甕Alイ

A・ D
覆土

回径15コ 内彎してたちあがる球形にちか

い体部上半。

短い口縁部が「 く」の字状に大

きく屈曲して、外反する。

日縁端部は平坦におさめる。

口縁部は内外面 ともにヨ

コナデ。

体部外面は、タテハケの

ちナデ。

内面は、上半にユピオサ

エ痕をのこすがヽナデ。

1～ 2m
大砂粒含

石英

結晶片岩

にぶい糧

弥生土器

甕Alイ

B
覆土

口径152 内彎気味にたちあがる体部か

ら、屈曲して「 く」の字状に外

反する日縁部 をもつ。

日縁端部は平坦におさめる。

口縁部内外面ともヨコナ

デ。

体部内外面ともにナデ。

1～ 2 mal

大砂粒含

結晶片岩

にぶい責橙

弥生土器

甕Alハ a

A
覆土

回径186 内彎する体部から「 く」の字伏

に外反する日縁部をもつ。

口縁部は端部 も肥厚させ、端面

は凹面に仕上げる。

端面にはヘラ描 きの刻 目を施

す。

口縁部内外面、体部外面

上端はヨコナデ。

体部外面タテハケ、内面

はナデ。

1～ 3 tal

大砂粒含

石英

砂岩

淡粛

弥生土器

甕Alニ

B

覆土

回径147

底径55
体部最大径

72
器高246

底面は上げ底を呈す。

体部は内彎してたちあがり、最

大径が上位にあり、倒卵形を呈

す。

口縁部は「 く」の字状に屈曲し

て外反する。

端部はやや丸く仕上げる。

体部外面、タテヘラミガ

キを主とする。

最大径より上はヨコ方向

を中心とするナデカ班 勢

で回縁部内外面 ヨコナ

デ。

体部内面、上半はユビオ

サエ痕顕著にのこる。

中位には、タテヘラミガ

キののこる部分がみ ら

れ、中位～下位はナデが

優勢。底面はナデ。

1～ 6 mal

大砂粒含

石英

結晶片岩

(内 )明赤褐

(外 )明褐

弥生土器

甕 C】ニ

A・ B

覆土

口径132

底径50
器高147

底面はわずかに上げ底を呈す。

体部は内彎気味に外方にたちあ

がり、屈曲して外反する短い口

縁部をもつ。

口縁部はゆる く不規則 に波 う

ち、日縁端部は、 まるくあいま

いに仕上げる。

口縁部内外面ヨヨナデだ

が、おりまげ成形のあい

まいさをのこす。

体部外面タテヘラ ミガ

キ。

上端各所にユビオサエ、

底部外面はヨコナデと、

ユピオサエ。底面ナデ。

内面 は下半 タテ方向ナ

デ。

上位はヨコ方向ナデ。

1～ 5 1nd

大砂粒含

石英

結晶片岩

灰褐

弥生土器

養

C,D

覆土

底径56 底面は平底を呈す。

体部はわずかに内脅気味に外方

にたちあがる。

体部外面 タテヘ ラミガ

キ。

内面ナデが優勢だが一部

タテヘラミガキが観察で

きる。

1～ 4 mal

大砂粒含

石英

結晶片岩

捜
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番号 器 種
点
位

地
層 灌

ｍ
形 態 の 特 徴 技 法 胎土 色調 備考

弥生上器

甕

覆 土 体部最大径

18 6

ゆるく内彎 してたちあが る体

部。

外部外面はタテハケ。

上端屈曲部付近はヨヨナ

デ。

内面は、タテ方向を中心

とするナデ。

部分的に左上 リナナメハ

ケが観察できる。

0 5-2
ma大砂粒

含

石英

結晶片岩

(内 )黄灰

(外 )浅黄橙

弥生土器

甕

C
覆土

底径56 底面は平底を呈す。

体部はやや内彎気味に外方にた

ちあがる。

体部外面タテヘラ ミガ

キ。

底部外面ヨコナデ。

底面はナデ。

体部内面は、ナデ、底面

にユビオサエ痕あり。

1～ 3m
大砂粒含

石英

結晶片岩

黄栓

番 号 器 種
地点
層位

長さ
(cm)

幅

伽
隣
ｍ

重量
(g)

存
態

遺
状 石 材 特徴・備考

石 鏃
C

覆土
(30) (23) (335)

先端等欠

損
チヌカイ ト 凹基無茎

スクレイパー
B
覆土

完存 (?) サヌカイト
下辺は両面調整による刃部形成。

他は裁断面。

打製石庖丁
A・ D
覆上

07 81 58 完存
緒晶片岩

(石英片岩 )

両端扶 りあ り。

小型円柱状石斧
C
覆土

16 完存
結晶片岩

(緑色片岩 )

先端両側に磨面あり。

円柱状石斧未製品と考えられる。

砥 石 覆土 4000 欠損 砂岩

被熱。

自然面のうち 1面に砥面、もう一面に

弱い砥面 と粒状の敲打痕が観察でき

る。

砥 石 覆土 110 3190 欠損 砂 岩
被熱。

自然の面の一面を弱い砥面 とする。

348 砥 石 覆 土 22 55 7000 一部欠損 砂 岩
被熱。

自然面の一面を弱い砥面とする。

砥 石
B

覆土
22 7 71 77 欠損 砂 岩

接合品、被熱。

自然面のこ面を砥面とする。

350 砥 石 覆土 1310 欠損 砂 岩 自然面の一面を砥面とする。

第22表 SK1016 出土遺物観察表6K1016は 掘削時に4分割、北西部A、 北東B、 南西C、 南東Dとする。数字はとりあげ番〕

番号 器 種 蛛
離

灌
ｍ

形 態 の 特 徴 技 法 胎土 色調 備考

弥生上器

壷Al

D-15

覆土

口径146 直立する頸部から、ゆるやかに

屈曲して大 きく外反する日縁

部。

日縁端部は上下にわずかに拡張

し、端面は凹面に仕上げる。

口縁部内外面ヨコナデ。

頸部外面タテハケ、内面

ナデ。

1～ 44H

大砂粒含

結晶片岩

橙

352 弥生土器

壷Al

C
覆土

回径96 内彎する体部から、ゆるやかに

屈曲して、直立する頸部。

日縁部はさらにゆるやかに届曲

して外反する。

日縁端部は、わずかに上方に拡

張し、凹面を形成しながらあい

まいに仕上げる。

回縁部内外面 ともヨヨナ

頸部外面タテハケ、内面

ナデ。

0 5～ 1

am大砂粒

含

石英

にぶい責橙
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番号 器 種
点
位

地
層

法量

(cm)
形 態 の 特 徴 技 法 胎土 色調 備考

353 弥生土器

壷A2d

A
覆上

口径159 直立する頃部から、ゆるやかに

屈曲して外反する日縁部。

日縁端部は、やや月巴厚させ、端

面には一条の凹線を施す。

頸部下端には、断面カマボコ状

の貼付突帯を巡らす。

口縁部内外面 ヨコナデ。

頸部内タト面 ともにナデ。

0 5-3
ma大 砂粒

含

結晶片岩

石英

黄種

弥生土器

壷Aェac
Ｂ・・０
・０６
趾

口径174 やや開き気味にたちあがる頸部

か ら、ゆるやかに屈曲して外反

する回縁部 をもつ。

日縁部はやや掲巴厚 し、端部 を平

坦におさめて、斜格子文を施す。

頸部端 に断面三角形の階付突帯

を 2条巡 らす。

口縁部内外面 ヨヨナデ。

頸部外面は判然 としない

がタテハケと思われる。

内面はタテ方向ナデ。

0 5^フ 5

mm大 砂粒

含

石英

結晶片岩

(内 )橙

(外 )1こ ぶヤ

黄橙

弥生土器

壷Aldg

A、 C
C-201

202

209

覆上

口径183

底径80
体部最大径

26 2

器高 (337)

底面は平底を星す。

体部は内彎してたちあがり中位

の最大径部分が張る、算盤玉形

に近い形状をしめす。

頸部は屈曲してやや開き気味に

たちあがり、ゆるやかに属由し

て大 きく外反する口縁部 をも

口縁端部は欠損。

頸部下端に刻目を施した貼付突

帯を巡らし、体部最大径部分に

貝殻腹縁による圧痕文を施す。

口縁部内外面ヨコナデ。

頸部外面タテハケ、内面

タテ方向ナデ。

体部上半タテハケ、最大

径部分ヨコヘラミガキ、

下半はタテヘラミガキな

いしはナデ。

内面は、上半ユビオサエ、

中・下半は剣離により不

明。

1～ 2 an

大砂粒含

石英

角閃石

にぶい赤褐 搬入土器

(讃岐 )

弥生土器

壼Aを be

D
C-209

D-4

覆上

口径205 直立する頸部から、ゆるやかに

屈曲して、大きく外反する日縁

部をもつ。

口縁端部は凹面に仕上げる。

口縁部上面には斜格子文、頸部

には2段の刻目を施す。

日縁部内外面 ともにヨコ

ナデ。

頸部内面ともにナデ。

1～ 3 ua

大砂粒含

結晶片岩

石英

浅黄橙

弥生土器

壷Aibe

B
覆土

日径158 外彎気味にたちあがる頸部から

ゆるやかに屈曲して大きく外反

する日縁部。

口縁端部はわずかに上下に拡張

し、端面は凹面に仕上げる。

日縁部上面には斜格子文、頸部

には 2段の刻目圧痕文を施す。

口縁部、頸部 ともに内外

面ヨヨナデ。

0 5-3
dm大砂粒

含

結晶片岩

石英

黄橙

弥生上器

壷Alb

C
覆土

口径96 直立する頸部か ら、ゆるやかに

屈曲 して大 き く外反す る日縁

部。

口縁端部 はわずかに肥厚 し、端

面 は凹面に仕上 げる。日縁部上

面にヘラ描 き斜格子文。

日縁部に 2孔、焼戌前穿孔あ り。

口縁部内外面 は劉離のた

め不明。

頸部内外面 はナデ。

1～ 2am

大砂粒含

石英

結晶片岩

にぶい黄橙

弥生土器

壷

C-209

覆土

体部最大径

13 3

内彎してたちあがり、中位の最

大径部が張る体部。

体部外面、上半はタテハ

ケ、中位以下はタテヘラ

ミガキ。

内面はタテハケ。

1～ 3 dII

大砂粒含

石英

橙

弥生土器

董Aibg

C
A・ C間

覆土

口径96
底径64
体部最大径

13 4

器高 (152)

底面は平底 を呈す。

体部は内彎 してたちあが り、中

位の最大径が強 く張る。

頸部はゆるやかに屈曲して直立

し、口縁部 もゆるやかに屈曲し

て大 きく外反する。

口縁端部 はわずかに上下 に、端

面 は凹面をなす。

体部中位にハケ状工具による刻

目圧痕文。

頸部に焼成前の穿孔が 1孔確認

できる。

口縁部内外面 ともヨコナ

デ。

頸部外面タテヘラ ミガ

キ、内面ヨコ方向ナデ。

体部外面、上位はタテヘ

ラミガキ、中位はヨコヘ

ラミガキ、下位はヨコ方

向クモの巣状ヘラ ミガ

キ。

内面は右上 リナナメ方向

のナデ。

0 5-2
HI大 砂粒

含

(内 )橙

(外 )明赤褐
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番号 器 種
点
位

地
層

法量
(cm)

形 態 の 特 徴 技 法 胎土 色調 備考

弥生土器

壼A】 b

A
C
C215
覆土

口径222 直立する壊部から、ゆるやかに

屈由して、大きく外反する日縁

部をもつ。

日縁端部はやや肥厚し、わずか

に上下に拡張、端面は平坦にお

さめる。

日縁部上面には、 3条単位の櫛

描斜格子文を施す。

回縁部内外面ともにヨコ

ナデ。

頸部外面タテハケ、内面

ナデ。

1～ 2 nI

大砂粒含

石英

明黄褐

362 弥生上器

重Alb
C
C-209

覆土

口径168 直立する頸部から、ゆるやかに

屈曲して大きく外反する日縁部

をもつ。

日縁端部は、やや肥厚し、端部

は平坦におさめるものと考えら

ヤしる。

口縁部に 2孔ずつの穿孔、上面

に斜格子文の痕跡あるが、剣離

のため図化不能。

日縁部内外面は剣離のた

め不明。

頸部内外面はナデ。

1へ 3́ 5

mm大砂粒

含

石英

泥岩

黄橙

弥生土器

壷Alb
D
覆土

日径 155 直立する頸部から、ゆるやかに

大きく外反する日縁部。

口縁端部はわずかに上方に拡張

し、端面は凹面に仕上げる。

口縁部上面には、ヘラ描きの斜

格子文の痕跡をのこすが、剣離

のため図化不能。

口縁部 は劉 離 の た め不

明。

頸部内面ナデ。

1～ 4 mm

大砂粒含

石英

橙

弥生上器

重Alb

A
覆土

回径139 大きく外反する日頸部。

日縁端部は凹面におさめ、口縁

部上面に櫛摘波状文と孔列を施

す。

口縁部内外面 ヨコナデ。

頸部内外面タテハケ、内

面ナデ。

体部外面タテハケ、内面

ユビオサエ痕をのこす。

1～ 3dm

大砂粒含

石英

結晶片岩

にない黄橙

365 弥生土器

壷Aとabcg

A・ B間

A・ C間

B・ DFE

C-201

D-20

口径217
底径86
体部最大径

28 2

器高365

底面は平底を呈す。体部は内彎

してたちあがり、最大径は中位。

屈曲してやや開き気味の頸部、

さらに大きく外反する国縁部を

もつ。日縁端部はやや上下に拡

張し、端面は平坦におさめる。

端面に刻目と円形浮文、口縁部

上面に櫛結の斜格子文と円形浮

文、頸部に 2条の断面三角形の

突帯を 2条、体部上半には、刺

突列点文 3条施す。

口縁内外面ヨヨナデ。

頸部外面タテハケ、突帯

部分はヨコナデ、内面は

ヨコナデ、ナデ。

体部上半はタテハケ、中

位はヨコヘラミガキ、下

位はタテヘラミガキヴ体

部内面上半 はユ ビオサ

エ・ ナデ、下半はタテ方

向ナデ。

内底面ユビオサエ、底面

ナデ。

1～ 3 mm

大砂粒含

石英

角閃石

長石

(内 )に ぶい

褐

(外 )明赤褐

搬入土器

(讃岐 )

弥生土器

壷A2b

D-2
D-15

D-3-2
覆土

日径160 開き気味にたちあがる日縁部か

ら、ゆるやかに、大きく外反す

る日縁部。

日縁端部は上下に拡張し、端面

には 3条の凹線を施す。

日縁部上面には、ヘラ描きの右

上 り斜線を描 く。

回頸部内外面 ともヨコナ 0 5-2
nt大砂粒

含

石英

橙

弥生土器

壷A2b

C-213

覆土
口径 172 大きく外反する日縁部。

日縁端部は上下、とくに下方に

拡張し、端面には 3条の凹線を

施す。

円形浮文を凹線にあわせて縦に

配する部分があるが、全体像は

不明。また回縁部上面に 3条単

位の櫛描の斜格子を施すが、剣

離激しく図化不能。

口縁部内外面ヨコナデ。 0 5-3
mmA砂粒

含

石英

角閃石

明黄褐 搬入土器

(讃岐 )

368 弥生土器

壷A2b

C
覆土

回径223 やや開き気味にたちあがる頸部

から、ゆるやかに大きく外反す

る回縁部。

口縁部内外面ともにヨコ

ナデ。

頸部内面はナデ、外面は

1～ 3 am

大砂粒含

石英

浅黄橙
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番号 器 種
地点
層位 進

ω
形 態 の 特 徴 技 法 胎土 色調 備考

回縁端部は上下に、特に下方に

拡張 し、端面には 2条の凹線 を

施す。日縁部上面 には、ヘラ摘

きの斜格子文 を施す。

剣離のため不明。

弥生土器

壺A2b

覆土 口径210 大きく外反する口縁部。

口縁端部は、上下に拡張し端面

に 3条の凹線を施す。

口縁部上面には、ヘラ描きの斜

格子を施すが一部に不規則な刺

突がみられる。

口縁部内外面 ヨコナデ。 0 5-2
ttt大 砂粒

含

石英

長石

橙 搬入土器

(?)

(讃岐 )

弥生土器

壷A2b

B
覆土

口径222 大 きく外反する日縁部。

日縁端部 は上下に拡張 し、端面

には 2条の凹線 を施す。

口縁部上面には、ヘラ描 きの斜

格子文を施す。

回縁部内外面 ともにヨコ

ナデ。

1～ 3111

大砂粒含

石英

結晶片岩

橙

弥生土器

壼A2d

A・ C関

覆土

口径160 内彎してたちあがる体部から屈

曲して直立する頸部。

日縁部はゆるやかに大きく外反

して、端部は上下にわずかに拡

張し、端面には、 2条の凹線を

施す。

頸部下端に刻目を施 した貼付突

帯を巡 らす。

日縁部内外面ヨコナデ。

頸部外面タテハケ、内面

ナデ。

体部外面タテハケ、内面

ユビオサエ痕をのこす。

1～ 3 nI

大砂粒含

石英

(内 )黄橙

(外 )橙

弥生土器

壷CId

A
覆上

口径154 内彎する体部から、屈曲して直

立する短い頸部。

口縁部はゆるやかに外反する。

口縁端部は、わずかに上に拡張

し、端面は平坦におさめる。頸

部に、「人」の字伏の刻目を施し

た貼付突帯を巡らす。刻目を施

す際の傷が体部にものこる。

口縁部頸部内外面ともに

ヨヨナデ。

とくに回縁・頸部境のと

くに内面に強いヨコナデ

が観察できる。

体部内外面 ともにナデ。

1～ 2an

大砂粒含

石英

にぶい費橙

弥生土器

壷C2d

A
C-209

A・ C間

覆土

口径 151 内彎する体部か ら、屈曲して直

立する短い頸部。

口縁部 はゆるやかに屈曲し外反

する。

口縁端部 はわずかに上に拡張

し、端面は、 2条のごく浅い四

線が施される。

頸部端には刻目を施 した貼付突

帯を 1条巡 らす。

刻目を施した時の傷が体部にの

とる。体部に記号文を施す。

口縁部、顎部内外面ヨコ

ナデ。

体部内外面ヨヨナデ。

1～ 4 EI

大砂粒含

石英

結晶片岩

橙 記号文あ

り

374 弥生土器

壷C2d
土

畦

８６

覆

口径■ 8 内彎してたちあがる体部から屈

曲して直立する短い頸部。

刻目を施した削り出し(?)突帯

を 1条巡らす。日縁部はさらに、

ゆるやかに屈曲して外反する。

日縁端部は上下にやや拡張し、

端面に 3条の凹線を施す。

口縁・頸部の内外面 とも

にヨコナデ。

体部外面上半はタテハケ

中位はナデ(?)。

内面上端はユビオサエ痕

を観察できるが主として

ナデ。

1～ 2 Hal

大砂粒含

石英

長石

(内 )にぶい

黄褐

(外 )橙

搬入土器

(?)

(讃岐 )

弥生土器

壼E″ d

B

覆上

口径142 内彎 してたちあがる体部か ら屈

曲して、開き気味に直立する回

頸部。

頸部端 には、指頭圧痕文突帯 を

巡 らす。

日縁端部 はわずかに月巴厚 し、端

面を凹面 に仕上げる。

回縁部内外面ヨコナデ。

頸部外面タテハケ、内面

ナデ。

体部外面上端のみタテハ

ケ、以下ナデ。

内面もナデ。

0 5-2
dm大砂粒

含

石英

(内 )灰黄褐

(外 )にぶい

責橙

弥生土器

壼 F′ 2

畦

覆土

回径126 内傾する体部から、ゆるやかに

直立する短い頸部 とつながり、

さらに屈曲して内脅しながら外

日縁部内外面ヨコナデ。

頸部から体部にかけて、

外面ではタテハクの痕跡

0 5～ 3

mal大 砂粒

含

橙
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番号 器 種
点
位

地
層

法量
(cm)

形 態 の 特 徴 技 法 胎 土 色調 備考

反する日縁部をもつ。

日縁部外面には幅広の四線状の

凹みを 1条 もち、端部は平坦に

おさめる。

力iみ とめられる。

内面はナデ。

石英

結晶片岩

377 弥生土器

壼F2

C-202

覆土

口径126 外反する口縁部。

日縁端部は、わずかに上下に拡

張し、端面には 1条の凹線を施

す。日縁外面下に断面三角形の

貼付突帯を巡らす。

口縁部内外面ともにヨコ

ナデ。

ユ～ 3 mal

大砂粒含

石英

結晶片岩

明費褐

弥生土器

髭F2

D-18

B・ D間

覆土

口径146 外反する日縁部。

日縁端部はわずかに上下に拡張

し、端面には 3条の凹線 を施す。

口縁外面下に断面三角形の貼付

突帯を巡 らす。

内外面 ともヨヨナデ。 1～ 2 mm

大砂粒含

石英

結晶片岩

にぶい赤褐

弥生土器

壷EI

B・D
覆土

日径88 内彎する体部から、ゆるやかに

屈曲して、外彎気味に直立する

日頸部。

口縁端部はややあいまいにおさ

める。

口頸部 外面 タテ方 向 ナ

内面口縁 はヨコ、頸部は

タテ方向のナデ。

体部外面ナデ。

内面ユ ビナデ。

0 5-3
mmt砂粒

含

石英

明責褐

弥生上器

壷E名

B・ D
覆土

口径 134 内彎してたちあがる体部から、

屈曲して開き気味に直立する回

頸部。日縁端部は、やや肥厚し、

平坦におさめる。

回頸部内外面、ヨコナデ。

体部内外面ナデ。

1-5 mm

大砂粒含

結晶片岩

石英

明黄褐

381 弥生土器

壷E″ 2

D-3

覆土

口径56 体部から屈曲して、やや開き気

味に直立する口頸部。

日縁端部はわずかに肥厚し、端

面は凹面を星す。

日縁直下に凹線 2条観察でき

る。

回頸部内外面ともにヨコ

ナデ。

1～ 4 ma

大砂粒含

石英

明黄褐

弥生土器

重E2

A
C
} 1～ 4

覆土

回径113
底径85
体部最大径

20 8

器高(296)

底面は平底を呈す。

体部は内彎してたちあがり最大

径を中位にもつ、断面楕円形状

を呈す。

頸部は、ゆるやかに屈曲して直

立し、日縁部 はそのままのび、

端部を平坦におさめる。

日縁部、外面 3条の凹線を施す。

口頸部内外面ヨコナデ。

特に回縁直下内面に強い

ナデ。

体部上半内外面、ナデ。

下半、外面タテヘラミガ

キ。内面ナデ。

1～ 2 nd

大砂粒含

結晶片岩

淡責

383 弥生土器

壷

A
覆上

肉彎する体部から、屈曲して直

立する頸部をもつ。

頸部下端に指頭圧痕文突帯を巡

らす。

内外面ともにナデ。 0 5～ 3

ma大砂粒

含

石英

橙

弥生土器

壷

D-14-2

覆土

内彎する体部から屈曲して直立

する頸部。

頸部下端には、指頭圧痕文突帯

を巡らす。

頸部内外面ナデ。 1～ 4 mm

大砂粒含

結晶片岩

石英

橙

385 弥生土器

壼A3

A
A・ C間

C-213

C215
D
覆土

内彎する体部から、屈曲して直

立する頸部。

口縁部はゆるやかに外反する。

頚部に 4条の凹線文 B種 を施

す。

頸部外面剣離のため不

明。

内面板ナデ (?)。

体部は内外面 ともにナ

デ。

1～ 4ma

大砂粒含

チャー ト

砂岩

にぶい黄橙

386 弥生土器

壷

A
D-2
3-2
14-2

覆土

体部最大径

19 6

内彎する体部。

最大径 を中位にもち、その部分

が張る算盤玉形をなす。

体部上半に、ヘラ描 きの斜格子

文、櫛描 きの直線文を 3条施す。

体部外面、ナデによると

思われる。

内面はナデ。

1～ 31m

大砂粒含

結晶片岩

石英

にぶい黄橙
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番号 器 種
地点
層位

法量
(cln)

形 態 の 特 徴 技 法 胎 土 色調 備考

弥生土器

重

A・ C間

C

覆土

底径58
体部最大径

14 7

底面は平底を呈す。

体部は内彎してたちあがり、最

大径をやや上位にもつ倒卵形を

呈す。

体部外面上位 はタテハ

ケ、中位はヨコヘラミガ

キ、下位はタテヘラミガ

キ、内面はタテハケ。

上位にユビオサエ痕もの

こす。

1～ 3mH

大砂粒含

石英

結晶片岩

橙

弥生土器

壷

D-4

覆上

底径45
体部最大径

13 5

底面は平底を呈す。

体部は内彎してたちあがり、中

位にやや張つた最大径をもつ。

体部外面、下半はタテヘ

ラミガキ、中上位は劉離

のため不明。

内面は、短い単位のタテ

方向中心のハケを施す。

内底面にはユビオサエ痕

をのこす。

1～ 3 mu

大砂粒含

石英

黒褐

弥生土器

壷 (?)

A・ B間

覆土

底径105 底面は平底を呈す。

体部は直線的に外方にたちあが

る。

内外面 ともにナデ。 1～ 4 nd

大砂粒含

結晶片岩

橙

弥生土器

壷 (?)

C
覆土

底径68 底面はわずかに上げ底を呈す。

部厚い底部。

体部は外彎気味に外方にたちあ

力Sる 。

内外面 ともにナデ。 1～ 3 11 al

大砂粒含

結晶片岩

石英

(内 )褐灰

(外 )橙

弥生土器

壺 (?)

B
覆上

底径78 底面はわずかに上げ底を呈す。

体部は直線的に外方にたちあが

り、底部端に、斜めに 2孔 (お そ

らく対面に)焼成前穿孔。

内外面 ともにナデ。 1～ 5 mal

大砂粒含

結晶片岩

石英

明赤褐

弥生土器

重 (?)

A
覆土

后径118 底面は平底を呈し薄い。

体部は直線的に外方にたちあが

る。

体部外面 タテヘ ラ ミガ

キ、内面タテ板ケズ リ。

1～ 2 DI

大砂粒含

石英

にぶい赤褐

393 弥生上器

甕AIニ

D
覆土

口径185 内彎する体部から、「 く」の字状

に屈曲して外反する日縁部をも

口縁端部は、上端を意識したつ

くりであるカド、端面はまるくあ

いまいに仕上げる。

口縁部内外面 ともにヨコ

ナデ。

体部内外面 ともに剤離の

ため不明。

l tul大 砂

粒含

石英

赤

弥生土器

甕Alイ

D-3
D-8
D-19

覆土

日径172 内彎する体部から、「 く」の字状

に屈曲して外反する日縁部。

口縁端部は、わずかに上方に拡

張し、端面は平坦におさめる。

口縁部内外面ヨコナデ。

体部外面タテハケの痕跡

がみとめられる。

内面はナデ。

05～25
mal大 砂粒

含

石英

にぶい黄橙

395 弥生土器

甕Alロ

A・ C間

覆土

口径214 内彎する体部から「 くJの字状

に屈曲して外反する日縁部をも

つ。口縁部ごくわずかに上方に

拡張し、端面はまるくおさめる。

回縁部内外面ヨコナデ。

体部内外面ナデ。

1～ 2 ma

大砂粒含

結晶片岩

石英

橙

弥生上器

奏Alハ

A、 B
D-15、 16

覆土

口径292

体部最大径

33 7

内彎 してたちあがる体部から

「 く」の字状 に屈曲して外反す

る日縁部 をもつ。

口縁端部は肥厚し、わずかに上

方に拡張する。

口縁部内外面ヨヨナデ。

屈曲部外面にとくに強い

ナデを施す。

体部内外面 ともにナデ。

1～ 4 mH

大砂粒含

結晶片岩

石英

明黄褐

弥生土器

甕Alロ

C-214

覆土

回径250 内彎する体部から、屈曲して、

小さく外反する日縁部をもつ。

口縁端部は、上方にやや拡張し、

端面は平坦におさめる。

口縁部内外面 ヨコナデ。

体部内面は、左上 リナナ

メハケの痕跡がみ とめら

れるが、外面 は剣離のた

め不明。

1～ 4 um

大砂粒含

結晶片岩

石英

橙

弥生土器

甕Alロ

B・D間

D-20

D-13

口径182 内傾する体部から「 く」の字状

に屈曲して外反する日縁部。

日縁端部は上方にやや拡張し、

端面は凹面に仕上げる。

口縁部内外面ヨコナデ。

体部内タト面ナデ。

0 5～ 3

mal大 砂粒

含

結晶片岩

浅黄橙
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地
層
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形 態 の 特 徴 技 法 胎土 色調 備考

399 弥生土器

甕Alロ

D 口径 178 内傾する体部から「 く」の字状

に屈曲して外反する日縁部をも

つ。日縁端部は、ごくわずかに

上方に拡張し、端面は平坦にお

さめる。

回縁部内外面ヨコナデ。 0 5～ 2

mal大 砂粒

含

結晶片岩

石英

橙

弥生土器

養Alロ

B・ D間

覆土

回径175 内彎する体部か ら「 く」の字状

に屈曲して外反する口縁部 をも

つ。口縁端部 は上方にやや拡張

し、端面は平坦におさめる。

日縁部内外面 ヨヨナデ。

体部外面タテハケの痕跡

が認められる。

1～ 4 DJn

大砂粒含

石英

浅黄橙 搬入土器

(?)

弥生土器

甕Alロ

C
覆土

口径167 内彎する体部から「 く」の字 伏

に屈曲して外反する口縁部。

日縁端部 は上方にやや拡張 し、

端面は平坦におさめる。

口縁部内外面 ヨコナデ。

体部外面タテハケの痕跡

が認められる。

1～ 3an

大砂粒含

石英

浅黄橙 搬入土器

(?)

弥生土器

甕Alロ

B
D-13

覆土

口径206 内彎 してたちあがる体部か ら

「 く」の字状に属曲して外反す

る口縁部をもつ。

日縁端部は上方にやや拡張し、

端面は平坦におさめる。

口縁部内外面 はヨヨナ

体部内外面 ともに剣離の

ため不明。

1～ 41m

大砂粒含

チャー ト

石英

明赤褐

弥生土器

密AIロ

畦

A
覆土

日径228 内彎する体部から「 く」の字状

に屈曲して外反する日縁部。日

縁端部は、上方にやや拡張し、

端面はまるくあいまいに仕上げ

る。

口縁部内外面ヨヨナデ。

体部内外面ナデ。

1～ 21H

大砂粒含

結晶片岩

石英

にぶい黄橙

弥生土器

甕A2ロ

D
D-20

A
覆上

回径230 内彎してたちあがる体部から、

「 く」の字状に屈曲して外反す

る口縁部。

日縁端部はやや拡張して、上方

に拡張し、端面は 1条の幽線を

施す。

回縁部内外面ともにヨコ

ナデ。

体部は剣離激しく調整不

明。

1～ 3nd

大砂粒含

石英

黄褐

弥生上器

甕A2ハ

D17、  2

覆土

口径226 内彎してたちあがる体部から、

「 く」の字状 に屈曲して外反す

る日縁部をもつ。

日縁端部は、やや肥厚し、端面

に 1条の凹線を施す。

口縁部 内外面 ヨヨナデ。

体部外面ナデを主 とする

が、一部タテハケが観察

できる。

0 5-3
mt大砂粒

含

浅黄橙

弥生上器

整A2ロ

C、 D
A・ C間

覆土

口径220 内彎する体部から「 く」の字伏

に屈曲して外反する日縁部をも

つ。日縁端部は、上方に拡張し、

端面に 2条の凹線を施す。

内外面 ともにヨコナデ。 0 5-1 5

an大砂粒

含

石英

橙

弥生土器

甕A2ロ

A、 B
C

覆土

日径245 内彎する体部から、「 く」の字状

に屈曲して外反する口縁部をも

口縁端部は上方に拡張し、端面

に 2条の凹線を施す。

口縁部内外面ヨコナデ。

体部内面にはヨコハケの

痕跡も観察できるが、外

面は劉離のため不明。

1～ 3的

大砂粒含

石英

結晶片岩

黄橙

弥生上器

甕A2ロ

C-201

覆土

回径290 外反する回縁部。

日縁端部は、上方に拡張し、端

面には 2条の凹線を施す。

回縁部内外面ともにヨコ

ナデ。

1～ 2 oal

大砂粒含

石英

結晶片岩

橙

弥生上器

養A2口 a

覆上 口径224 「 くJの字状に外反する日縁部。

屈曲部外面にヘラ状圧痕文を施

した貼付突帯を巡らす。

口縁端部は上方にやや拡張し、

端面に 2条の凹線を施す。

回縁部内外面 ともにナ

デ。

l mI以 下

の砂粒含

石英

橙

弥生土器

甕Clニ

C-202

C-209

C-211

口径134

底径58
体部最大径

底面は平底を呈す。

体部は内彎してたちあがり、や

や上位に最大径をもつ。

口縁部内外面 ともにヨコ

ナデ。

体部外面、タテハケの痕

1～ 3 dm

大砂粒含

石英

(内 )に ぶヤ

褐

(外 )黒褐
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番 号 器 種
地点
層位

法量
(cln)

形 態 の 特 徴 技 法 胎土 色調 備考

A
畦

D-9-2
覆土

12 8

器高(136)

回縁部は屈曲して、外反する短

い口縁部をもつ。

口縁端部はまるく、あいまいに

おさめる。

跡を確認で きる。

内面はナデ。

結晶片岩

弥生土器

甕

D-4
D-19

覆土

底径64
体部最大径

23 0

底面は平底を塁し、体部は内彎

気味にたちあがり、最大径を中

位よりやや上にもつ倒卵形を呈

す。

体部外面、上位はナデ、

中・下位は入念なタテヘ

ラミガキ。

内面上半はタテハケが各

所にみられ、下半はタテ

ヘラケズリ。

0 5～ 2

nd大砂粒

含

石英

結晶片岩

にぶい黄橙

弥生土器

甕

A、 B
A・ D間

A・ B間

覆土

底径58 底面はわずかに上げ底 を星す。

体部 は、わずかに くびれ、内彎

して、外方にたちあがる。

体部外面 タテヘ ラ ミガ

キ。

内面ナデ。

05～ 15
mu大砂粒

含

石英

(内 )にぶヤ

赤褐

(外 )橙

弥生上器

甕

C
覆土

底径 101 底面は平底を呈す。

体部は内彎気味に外方にたちあ

力まる。

体部 外面劉 離 のた め不

明。

内面 はタテハ ケ のち ナ

デ。

1～ 2 ndl

大砂粒含

結晶片岩

石英

(内 )明赤褐

(外 )にぶい

黄橙

弥生土器

養

覆土 底径■ 0 体部は、ややくびれて内脅気味

に外方にたちあがる。

体部外面タテハケのちヘ

ラミガキ、下端は板ナデ。

内面はタテ方向ナデ。

0 5～ 3

ma大砂粒

含

結晶片岩

橙

弥生土器

甕

A・ C関

B
覆土

底径60 底面は平底を呈す。

体部は直線的に外方にたちあが

る。

体部外面 タテヘ ラ ミガ

キ。

内面ナデ。

0 5々彰 3

ED大砂粒

含

石英

橙

弥生土器

甕

A
覆上

底径92 底面は平底を呈す。

体部は、ゆるやかにくびれ外方

にたちあがる。

体部外面タテヘラ ミガ

キ。

内面タテ方向ナデ。

内底面ユビオサエ痕多数

のこす。

1～ 3 Hm

大砂粒含

結晶片岩

石英

橙

弥生土器

甕

D

覆土

底径100 底面は平底を星す。

体部はややくびれて直線的に外

方にたちあがる。

体部外面タテヘラ ミガ

キ。

内面ナデ。内底面にはユ

ビオサエ痕をのこす。

1～ 3 aw

大砂粒含

石英

(内 )黒褐

(外 )橙

418 弥生土器

養 (?)

C
畦

覆土

底径83 底面は平底を呈す。

体部は直線的に外方にたちあが

る。

体部外面タテヘラ ミガ

キ。

0 5々ヤ1

1m大砂粒

含

石英

角閃石

橙 搬入土器

(?)

(讃岐 )

419 弥生土器

鉢C
A
D
D-5
D-18

A・ C間

覆土

回径209

底径76
体部最大径

(282)

器高(310)

体部は内彎してたちあがり、日

縁端部は方形におさめる。

方形状の把手を回縁部下に一対

付着する。

底面は平底を呈し、底部端を明

瞭にもたない。体部は直線に外

方にたちあがる。

体部外面、一部に放射状

のハケを施す部分がある

が主 としてナデ。

内面はナデ。

内外面 ともにナデ。

1～ 5 HuI

大砂粒含

結晶片岩

石英

黄橙

明赤褐

弥生土器

鉢 B′ 2

C

覆土

口径250 内彎してたちあがる体部。

日縁端部は内外に拡張し、端面

は、ほぼ平坦におさめる。日縁

部下に 3条の凹線を施す。

口縁部内外面ヨコナデ。

体部内外面ナデ。

1～ 2m
大砂粒含

石英

にぶい黄橙

弥生土器

高杯C!

B
A・ C間

C
覆土

口径352

脚台部径138

器高 (280)

内彎してたちあがる半球形の杯

部。

口縁端部は凹面におさめる。脚

台部は直線的に下外方にのび、

杯部内外面 ともにナデ。

杯部下半は外面タテヘラ

ミガキ、内面ていねいな

ナデ。

1～ 8dm

大砂粒含

石英

結晶片岩

赤橙

橙
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番号 器 種
点
位

地
層

法量
(cm)

形 態 の 特 徴 技 法 胎 土 色調 備考

脚端で、やや内彎する。脚端部

はやや肥厚し、一条の沈線を施

す。

脚台中央部 に 5ヶ 所の円子しあ

り。

脚台部外面の上半 はタテ

ヘラミガキ、下半 はヨヨ

ナデ、一部にハケの痕跡

もみられる。

内面上半にはシボリ痕が

のこり、下半はヨヨナデ。

円板充壊法による。

充填部は,F常に薄い。

1～ 2 mm

大砂粒含

結晶片岩

石英

422 弥生土器

高杯CI

A
C
B
D-2
17-2

18

覆土

口径204

脚台部径128

器高218

杯部は内彎してたちあがり、半

球状を呈す。日縁端部は、内外

にわずかに拡張し、端面は平坦

におさめる。

脚台部は、 くびれて、直線的に

下外方にのびる。

脚端はやや肥厚させ、あいまい

におさめる。

口縁部外面 ヨヨナデ。

杯部外面劉 離 のた め不

明。

内面 ヨコヘラミガキ。

脚台部外面タテヘラ ミガ

キ、内面上半にはシボリ

痕、下半 ヨコナデ。

脚端部 内外面 ヨコナデ。

円板充娯法。

1～ 2 mm

大砂粒含

結晶片岩

橙

弥生土器

高和 1

A-301

C213

覆土

口径254

底径158

器高196

杯部は、皿状を呈し、日縁部は

内彎する。

日縁端部は内外方に拡張し、端

面は凹面に仕上げる。

脚台は外彎して下外方にのび脚

端を内外に拡張する。

口縁部内外面 ヨコナデ。

杯部外面 タ テヘ ラ ミガ

キ。

内面ナデ。

脚柱部外面タテヘラ ミガ

キ。

内面シボ リ痕のこす。

脚端部内外面 ヨコナデ。

円板充壊法。

1-2 mm

大砂粒含

石英

結晶片岩

赤

弥生上器

高杯Bl

A
C
D-3

覆土

口径235

底径70
脚台部径■ 3

器高200

杯部は内彎してたちあがり、半

球形を呈す。

日縁部は屈曲して大きく外反す

る。屈曲部内面に断面三角形の

貼付突帯を施 し、日縁部はまる

くあいまいにおさめる。脚台部

は、外彎して下外方にのび、脚

端は、あいまいにおさめる。

回縁部内外面ヨコナデ。

杯部内外面は劉離のため

不明。

脚台部外面は剣離激 しい

が、タテヘラミガキが観

察できる。

内面上半はシポリ痕、下

半はヨコナデ。

円板充壌法。

1～ 5 mm

大砂粒含

結晶片岩

石英

赤橙

弥生土器

高杯BI

A
D-11

覆土

口径251 内彎気味に外方にたちあがる杯

部から、属由して外反し、水平

にのびる口縁部をもつ。

屈曲部内面には断面三角形の貼

付突帯を巡らす。

口縁部内外面ヨコナデ。

杯部外面タテハケ、内面

ヨコハケを部分的に観察

できる。

0 5-5
面大砂粒

含

石英

結晶片岩

橙

弥生土器

高杯D2

D-3
D-20

D-18

覆土

口径232 内彎してたちあがる体部、口縁

部。

日縁端部は、内外にやや拡張し、

端面に 2条の凹線を施す。

口縁部内外面ヨコナデ。

体部内外面ともにナデ。

1～ 3m
大砂粒含

石英

結晶片岩

橙

弥生上器

大型高杯

A
B
D
畦

D-14

D19
覆土

口径495 内彎しながら、大きく外方にた

ちあがる杯部。

日縁部外面には 5条の回線を施

し、日縁端部は内方に拡張、端

面に 4条の凹線を施す。

杯部外面、左上 リナナメ

ヘラミガキ。内面はヨコ

ハケ、左上 リナナメハケ

の後放射状のタテヘラミ

ガキ。

円板充壊法による。

1～ 4dm

大砂粒含

石英

結晶片岩

橙 黒 班 あ

り。

番号 器 種
点
位

地
層 劇

⑪
短軸
(cm)

厚さ
(cm)

孔径
(cm)

嚢
⑭

肥  土 色 調 備 考

土製円板 覆上
1～ 2 mm大

砂粒含

(表 )褐灰

(裏 )橙

土器片利用。

内外面 ともにハケの痕跡

をのこす。
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番号 器 種
地点
層位

藤
ｍ

幅

帥
藤
ｍ

重量
(g)

遺存
状態

石 材 特徴・備考

打製石庖丁 覆土 (101) (4837) 一部欠損
結晶片岩

(石英片岩)

快 りをわずかに入れる。

片面は自然面。

打製石庖丁
D
覆土

11 1 42 53 56 完存
結晶片岩

(石英片岩 )

両端に狭 りわずかにあ り

打製石庖丁 覆土 11 2 07 (4341) 一部欠損
結晶片岩

(石英片岩)

両端挟 りあり、片面自然面。

石 鍬
A
覆土

(136) 26 (364) 刃部欠損
結晶片岩

(石英片岩 )

いわゆる有肩石斧。

扁平 な 自然礫 の側縁 を敲打 によ り成

形。

柱状片刃石斧
A
覆土

24 35 完存
結晶片岩

(石英片岩)

棒状の自然礫の表・裏面を主として研

磨 し、刃部形成。扶 りなし。

柱状片刃石斧
C
覆上

132 14 4 2 完存 (?)
結晶片岩

(緑色片岩 )

未製品。

強い敲打により、粗成形。研磨箇所な

し。

柱状片刃石斧
B
覆土

刃部欠損

(?)

結晶片岩

(緑色片岩 )

未製品。

粗成形後表面 と右側面を中心に敲打。

表面基部の一部 を研磨。

柱状片刃石斧
D
覆土

刃部欠損

(?)

結晶片岩

(緑色片岩)

未製品。

粗成形後、表・ 裏 を中心に敲打。未研

磨。

扁平片刃石斧
D
覆上

欠損
結晶片岩

(緑色片岩 )

全面研磨。半分欠損しているので表裏

面の区別不明。片刃石斧か。

加熱をうけている可能性あり。

石材変質、軟化。

石斧

土

Ａ

Ｂ

覆

一部欠損
結晶片岩

(石英片岩 )

未製品。

両端を強 く敲打、側辺 も一部敲打。

蛤刃石斧の粗成形の途上 と考えられる。

砥 石 覆 上 欠損 砂 岩
自然面の中央部にやや凹んだ砥面被

熱。 6破片接合。

第23表 SP1051 出土遺物観察表

番号 器 種
点
位

地
層

法量
(cln)

形 態 の 特 徴 技 法 胎土 色調 備考

弥生土器

壷Ala

2区

覆土

口径120 頸部か らゆるやかに屈曲して外

反する口縁部。端部は平坦にお

さめ、刻 目を施す。

内外面 ともヨヨナデ。 1～ 2 mal

大砂粒含

石英

結晶片岩

明赤禍

第24表 SK1039 出土遺物観察表 (地点の数字はとりあげ番号を示す)

番号 器 種
地点
層位 遼

⑪
形 態 の 特 徴 技 法 胎土 色調 備考

弥生土器

壷Al

覆土 口径116 直径から頸部からゆるやかに属

曲して外反する日縁部をもつ。

日縁端部は平坦部を意織 しなが

らあいまいに仕上げる

内外面ともにナデ。 1～ 3 dlld

大砂粒含

石英

結晶片岩

橙

弥生土器

壷Al

覆土 口径112 やや開き気味にたちあがる頸部

から、ゆるやかに屈曲して外反

する口縁部。

日縁端部はややあいまいにまる

くおさめる。

内外面 ともにナデ。 1～ 3ma

大砂粒含

結晶片岩

石英

(内 )暗灰黄

(外 )橙
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番号 器 種
点
位

地
層 灌くｃｍ＞

形 態 の 特 徴 技 法 胎土 色調 備考

443 弥生土器

壷Al

覆上 口径82 開き気味にたちあが りゆるやか

に屈曲して外反する口縁部。

日縁端部 はまるくおさめる。

内外面 ともにナデ。 1～ 2 5

ma大砂粒

少量含

結晶片岩

石英

橙 444と 同

個体 ?

弥生土器

壷

覆上 底径49
体部最大径

12 2

底面はわずかに上げ底 を呈す。

体部は内脅 してたちあが り最大

径 を中位にもつ断面楕円形 を呈

す。

体部外面ナデ、一部にミ

ガキの痕跡も観察できる

が、不詳。内面ユビオサ

エ、ユビナデ。

1～ 3 ma

大砂粒合

石英

結晶片岩

橙 443と 同

個体 ?

弥生土器

壷Ala

覆土 口径 150 頸部から、大きく外反する口縁

部。

端部はわずかに上方に拡張し、

平坦におさめた端面に刻目を施

す。

内外面 ともにナデ。 1～ 31m

大砂粒含

石英

橙

弥生上謡

重Ara

覆土 口径210 直立する頸部からゆるやかに屈

曲し大きく外反する回縁部。

口縁端部は、平坦におさめ、タ

テとナナメの 2種 の刻 目を施

し、 2個づつ8ヶ 所に円形浮文

を貼付ける。

口縁部 は内外面 ヨコチ

頸部内外面 タテ方向テ

デ。

1～ 4 mE

大砂粒含

結晶片岩

石英

浅黄橙

弥生土器

壷Cla

13

覆土

口径205 内彎してたちあがる体部から、

屈曲して直立する頸部。

日縁部はゆるやかに外反し、端

部を平坦におさめ、刻目を施す。

口縁部外面タテハケ、内

面ナデ。

頸部外面ナデ、内面は左

上リナナメハケ。

1～ 441t

大砂粒含

石英

黄橙

弥生上器

壺Arag
覆土 口径270 直立する頸部から、ゆるやかに

屈曲して外反する回縁部 をも

頸部下端には東」突列点文,回縁

端部は平坦におさめ斜格子の刻

目を施す。

回縁部内外面ともにヨコ

ナデ。

頸部外面は,一部にタテ

ハケが観察できる。

内面はナデ。

1～ 3 mE

大砂粒含

石英

明責褐

弥生土器

壷Alcf

13

覆土

口径168 内彎してたちあがる体部から屈

曲して直立する頸部。

日縁部はゆるやかに外反する。

頸部端に刻目を施した断面三角

形突帯を巡らす。

日縁端部はやや肥厚させ,やや

まるくおさめる。

体部上半に,櫛構直線文 1条 ,

櫛描波状文を 4条巡 らす。

回縁部 内外面 ヨコナデ。

頸部外面はタテハケ,内
面 はナデ。

体部上半外 面 はタテハ

ケ,内面はユ ビオサエ痕

を多数のこす。

1～ 41H

大砂粒大

石英

浅黄橙

弥生土器

壷E′ !

C-14
7

覆土

口径128

体部最大径

28 2

体部は内彎してたちあがり、中

位の最大径部分が張 る形を呈

す。

日頸部は屈曲して、やや開き気

味にたちあがる。

端部はやや肥厚しわずかに凹面

に仕上げる。

回縁部外面 ヨコナデ。

頸部外面タテハケ、内面

ナデ。

体部外面上半にタテハケ

が一部確認できるが主と

してナデ。

内面も、上半にタテない

し、ナナメに、ハケが確

認できる。

ユビオサエ痕を全面にの

こす。

主としてナデ。

1～ 5am

大砂粒含

石英

結晶片岩

(内 )暗赤褐

(外 )に ぶい

赤褐

弥生土器

壷Bla

覆土 口径184 ゆるやかに外反するラッパ状の

口頸部。

端部 は平坦 にお さめ刻 目を施

す。

国縁部内外面ヨヨナデ。

頸部外面タテ方向板 ナ

デ。

内面ヨコ方向板ナデ。

1～ 3 5

mt大砂粒

含

石英

絹雲母

赤橙
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番号 器 種
地点
層位

濯
ω

形 態 の 特 徴 技 法 胎土 色調 備考

弥生土器

壷Dla

覆 上 口径241

底径145

体部最大径

47 2

器高635

底面平底の部厚い底部か ら体部

は内彎 してたちあが り、最大径

を中位 にもつ楕円状 をなす。

頸部は屈曲してやや開き気味に

たちあが り、ゆるやかに外反す

る口縁部 をもつ。

日縁端部 は平坦におさめ、刻 目

を施す。

日縁部内外面 ヨヨナデ。

頸部外面タテハケ、内面

ナデ。

体部外面主としてタテハ

ケ、下半一部タテヘラミ

ガキ。

内面は上半と、底面にユ

ビオサエ痕をのこし、他

はナデ、粘土紐の接合痕

を明瞭にのこす。底部は

ナデ。

1～ 5 mal

大砂粒含

石英

結晶片岩

橙

453 弥生土器

壷Fl

覆土 回径150 漏斗状に開く口頸部。

頸部に断面三角形で刻目を施す

突帯を 2条巡らす。

日縁瑞部は肥厚させ、内方にや

や拡張しながら端面は、平坦に

おさめる。

口縁部内外面タテハケ、

内面はヨコ方向ナデ。

05～ 35
wn大砂粒

含

長石

角閃石

赤褐 搬入土器

(讃岐 )

弥生土器

董

16

覆土

底径58
体部最大径

18 4

底面はわずかに上げ底を星す。

体部は内彎してたちあが り、中

位に最大径をもつ楕円形状を呈

す。

頸部はゆるやかに屈曲して、直

立気味にたちあがる。

頸部から体部上半外面は

ナデ。

体部下半外面はタテヘラ

ミガキ。

体部内面、上半はタテ方

向のナデを基本 としなが

ら、ユビオサエ痕を多 く

のとし、下半は、タテ方

向のナデ。

1～ 3 du

大砂粒含

結晶片岩

石英

(内 )黄灰

(外 )橙

弥生上器

董

覆土 底径53
体部最大径

14 3

底面は平底を呈す。

体部は内彎にしてたちあがり、

最大径を中位にもつ楕円形状を

呈す。

体部外面、上半はタテハ

ケ、中下半はタテヘラミ

ガキ、内面は、繊維束状

の工具によるナデ。

0 5^ヤ 2

dm大砂粒

少量含

石英

(内 )オ リー

ブ黒

(外 )黄橙

456 弥生土器

壷

覆 上 底径78 底面は平底。底部端はやや外方

に拡張する。

底部端に 2孔ずつ対に焼成前穿

孔。

体部は内彎気味に外方にたちあ

力`るも

なお、図化不能であったが、体

部上半に 4条単位の櫛楢直線文

を横位にまた部分的に縦位にも

施している。

体部外面タテ方向板 ナ

デ、底部周辺はヨヨナデ、

内面はナデ。

1～ 3 1nd

大砂粒少

量含

石英

にぶい赤褐 搬入土器

(?)

弥生土器

壼

覆土 底径88
体部最大径

25 5

底面は平底 を呈す。

体部 は内彎 してたちあが り、球

診 伏をなす。

体部外面タテハケ。

内面、最大径付近はユピ

オサエ痕を多数のこし、

下半はタテ方向のユビナ

デ。

1～ 541t

大砂粒含

石英

にぶい黄橙

弥生土器

壷

8

覆土

底径102 底面はわずかに上げ底を呈す、

部厚い底部。

体部は内彎気味に大きく外方に

たちあがる。

体部外面一部にタテヘラ

ミガキが観察できるが、

主としてナデ、内面はナ

デ、内底面にユビオサエ

痕をのとす。

1～ 3 mI

大砂粒含

石英

砂岩

(内 )褐灰

(外 )淡橙

弥生土器

壷

覆上 底径76 底面は平底を呈す。

部厚い底部。

体部は内彎気味に外方にたちあ

がる。

体部外面はタテヘラミガ

キ。

内面 。底面はナデ。

1～ 4 ult

大砂粒含

結晶片岩

(内 )黒褐

(外 )明赤褐

弥生土器

壷 (?)

覆 土 底径50 底部はややまるい平底。

体部はわずかにくたびれた後、

内彎気味に外方にたちあがる。

内外面ともにナデ。 1～ 3 mI

大砂粒含

石英

結晶片岩

にぶい赤褐
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番号 器  種
点
位

地
層 逓

ｍ
形 態 の 特 徴 技 法 胎土 色調 備考

弥生土器

壺

覆土 底径79 底面は平底、体部は直線的に大

きく外方にたちあがる。

体部外面は一部にタテヘ

ラ ミガ キが観察 で きる

が、主 としてヨコナデ内

面はナデ。

底面は板ナデ。

1～ 3 mm

大砂粒含

砂岩

灰 褐

弥生上器 覆 上 底径74 底部はうすく、やや丸底気味。

体部は内彎気味に大きく外方に

たちあがる。

内外面 ともにナデ。 1～ 5 md

大砂粒含

石英

チャー ト

(内 )暗灰黄

(外 )浅黄橙

弥生土器

甕Alハ a

11

覆土

回径226 内傾する体部か ら、「 く」の字状

に屈曲 し、外反する口縁部 をも

屈曲部外面に圧痕文 を施 した貼

付突帯 を巡 らす。

日縁端部 はやや汚巴厚 し、平坦に

おさめた端面にヘラ状工具によ

る刻 目を施す。

日縁部内面ヨコナデ。

体部外面は不明瞭だが細

かいタテハケを観察で

き、内面も一部にヨコハ

ケがみられる。

05～ 45
mm大砂粒

含

石英

明赤褐

464 弥生土盤

甕Alイ

覆土 口径236 内彎する体部から、「 く」の字状

に屈曲し外反する日縁部 をも

日縁端部は上方にやや肥厚し、

端面は凹面に仕上げる。

口縁部内外面ともにヨコ

ナデ。

体部外面細 かいタテハ

ケ、内面はナデ。

1～ 3 mm

大砂粒含

石英

浅黄橙

弥生土器

甕Alハ

7

覆上

口径288 内傾する体部か ら「 くJの字 伏

に外反する日縁部 をもつ。口縁

端部は肥厚 させ、わずかに上方

に拡張 しなが ら、丸味 をおびた

平坦面に仕上げる。

口縁部内外面 とも、 ヨコ

ナデ。体部外面タテハク、

内面一部にヨコハケが観

察できる。

05～ 25
mm大砂粒

含

長石

角閃石

にぶい褐 搬入上器

(讃岐 )

弥生土器

甕A!ロ

覆 土 回径 181 胸彎 してたちあが る体部か ら

「く」の字状に屈曲して大きく

外反する日縁部をもつ。

日縁端部は、上方にわずかに拡

張し、ややまるくあげる。

口縁部内外面ヨコナデ。

体部内外面は剣離のため

不明。

1-2 mm

大砂粒含

石英

浅黄犠

弥生上器

養Alロ

覆土 口径154 内彎する体部から「 く」の字状

に屈曲し、外反する回縁部をも

口縁端部は上方にやや拡張し、

端部はややあいまいにおさめ

る。

口縁部内外面ヨヨナデ、

体部内外面ナデ。

1～ 3 mm

大砂粒少

量含

石英

灰黄褐

弥生上器

甕Alイ

覆上 回径202 内彎してたちあがる体部から、

ゆるく届由して外反する日縁部

をもつ。

口縁端部は、平坦におさめる。

回縁部内外面ヨヨナデ。

体部外面ナデ。

内面ユビオサエ、ナデ。

1～ 4 1ad

大砂粒含

石英

結晶片岩

にぶい黄橙

469 弥生土器

甕Alイ

覆 土 口径171 内傾する体部か ら、ゆるく屈曲

して外反する日縁部 をもつ。

日縁端部は、平坦面を意識 しな

が らややあいまいに仕上げる。

口縁部内外面 ともにナ

体部外面タテハケの痕跡

がみうけられる。

内面はナデ。

1～ 5 1nm

大砂粒含

結晶片岩

石英

にぶい褐

弥生上器

菱Alニ

覆上 口径128 内傾する体部から、ゆるく屈曲

して外反する日縁部をもつ。

日縁端部は平坦面を意識しなが

ら、あいまいに仕上げる。

回縁部内外面ヨコナデ。

体部内外面ナデ。

1～ 3m
大砂粒含

結晶片岩

石英

(内 )黒褐

(外 )明褐

弥生土器

甕Alニ

覆上 口径 184 「 くJの字状に屈曲して外反す

る日縁部。

日縁端部は、ややまるくおさめ

る。

内外面 ともにヨコナデ。 1～ 3 mm

大砂粒含

石英

絹雲母

橙
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番号 器 種
点
位

地
層

法量
(cm)

形 態 の 特 徴 技 法 胎 土 色調 備考

弥生上器

甕

覆土 内彎してたちあがる体部から、

「く」の字状に屈曲して外反す

る日縁部をもつ。

口縁部内外面 ヨコナデ。

体部外面ナデ。

内面 ヨコ方向ナデ。

1^ン 3 5

11m大 砂粒

含

橙

弥生土器

甕

覆土 底径64 底面は平底を星す。

体部は内彎して外方にたちあが

る。

体部外面、タテヘラミガ

キ。

内面はナデ。

1～ 2 mI

大砂粒含

(内 )褐

(外 )橙

弥生土器

賓 (?)

覆土 底径74 底部は高台状の上げ底を星す。

体部は直線的に外方にたちあが

る。

体部外面、タテヘラミガ

キ。

内面および底面はナデ。

1～ 4 mI

大砂粒含

石英

長石

にぶい黄橙 搬入土器

(讃岐 )

番 号 器 種
点
位

地
層 麟

ｍ
幅

伽
隣
ｍ

重量
(g)

離
状態

石 材 特徴 。備考

スクレイパー 覆土 16 59 11 党存 サヌカイト 下辺に、両極打法による粗い刃部形成。

スクレイパー 覆 土 10 14 89 完存 サヌカイ ト
下辺使用によると思われる劉離あり。

右辺鋭いエッジをもつ。

柱状片刃石斧 覆土 完存
結晶片岩

(緑色片岩)

全面ていねいに研磨、快 りなし。

砥 石

4、  8、

9、 11

覆土

21 9 7900 接合 砂 岩
4分割で納められる。

被熱。自然面に砥面

第25表 SK1045 出土遺物観察表

番号 器 種
地点
層位 漉

ω
形 態 の 特 徴 技 法 胎上 色調 備考

弥生土器

壼

上 面 頸部開き気味にやや外彎してた

ちあがる。

上端と下端に断面三角形。

台形の貼付突帯を巡らす。

頸部外面ヨヨナデ。

内面ナデ。

1 5-2 5

mt大砂粒

含

結晶片岩

石英

橙

480 弥生土器 上面 直線的に内傾する体部上半。

頸部との境に断面カマボコ形の

魅付突帯を巡らす。

突帯から下に櫛描の直線文、波

状文、波状文、直線文を施す。

体部外面ナデ。

内面 はユビオサエ、ナデ。

05～25
EE大砂粒

含

結晶片岩

石英

橙

弥生土器

壷

覆土 断面三角形の突帯 を 2条巡 ら

す。

顎部下端。

頸部はさらに外方にたちあが

る。

内外面 ともにナデ。 0 5-2
am大砂粒

少し含

結晶片岩

石英

黄橙

弥生土器

壷G
覆土 外彎気味にたちあがる筒状の顕

部。

上下については円孤文の向きで

判断。

中位に櫛描の円孤文、簾状文が

施 される。

外面はタテハケ、内面ナ

デ。

1～ 5 mal

大砂粒含

結晶片岩

石英

黄橙

弥生土器

甕Blイ a

覆土 回径199 わずかに内彎して直立気味にた

ちあがる体部からゆるく屈曲し

て外反する短い口縁部をもつ。

口縁端部は、平坦におさめる。

刻目を施しているような痕跡も

みえるが不明。

口縁部・体部とも、外面

は剣離のため不明、内面

はナデ。

1～ 3 mu

大砂粒含

結晶片岩

石英

黄橙
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番号 器 種
地点
層位

法量
(cm)

形 態 の 特 徴 技 法 胎土 色調 備考

484 弥生土器

甕Alイ

覆 土 回径164 内彎気味にたちあが る体部か

ら、ゆるく屈曲して外反する日

縁部をもつ。

日縁端部は平坦におさめる。

内外面ともに劉離のため

不明。

1～ 2dm

大砂粒含

結晶片岩

石英

にぶい黄橙

弥生土器

甕Alイ a

覆 土 日径 106 内彎する体部から「 く」の字状

に屈曲して、外反する日縁部を

もつ。

日縁端部は平坦におさめ、刻目

を施す。

口縁部外面ユビオサエ、

内面ナデ。

体部内外面ともナデ。

1～ 3 dd

大砂粒含

結晶片岩

石英

浅黄橙

弥生上器

at

覆土 底径85 底面は平底を呈す。

体部は内彎気味にわずかに外方

にたちあがる。

体部外画 タテヘ ラ ミガ

キ。体部下端 にユビオサ

エ、底面、内面はナデ。

1～ 4 nd

大砂粒含

石英

赤褐 黒 班 あ

り。

弥生土器

壺 (?)

覆土 底径85 底面は平底を塁す。

体面は直線的に外方にたちあが

る

体部外面タテヘラ ミガ

キ。

底面および内面はていね

いなナデ。

0 5- 2

nal大 砂粒

含

石英

泥岩

橙

第26表 SK1049 出土遺物観察表

第27表 SKl168 出土遺物観察表

番号 器 種
点
位

地
層 潅

ｍ
形 態 の 特 徴 技 法 胎土 色調 備考

488 弥生上器

壷AeF

A、 B

覆土

底径100

体部最大径

32 2

底面は上げ底を呈す。

体部は内彎してたちあがり、や

やいびつなイチジク形を呈す。

頸部はゆるやかに屈曲して直立

し、日縁部 は、さらにゆるやか

に屈曲して外反する。

頸部から体部上端にかけて、櫛

楢の直線文、波状文、直線文、

円孤文を施す。

口縁部内外面ヨコナデ。

頸部は内外面タテ方向テ

デ。

内面は、ユビオサェ、ナ

デ。

下半、外面は、ユビナデ、

内面ナデ。

1～ 5 1nd

大砂粒含

石英

結晶片岩

橙 A、 B坑

の接合品

(?)

489 弥生土器

重H
A、 B
覆土

口径171

底径80
体部最大径

30 0

器高(390)

底面は上げ底を呈す。

体部は内彎気味にたちあが り、

上位最大径付近から大きく内彎

する倒卵形を呈す。

日縁部はゆるやかに屈曲して、

ほぼ直立する。

日縁端部はまるくあいまいにお

さめる。

口縁部内外面ヨコナデ。

底部内外面にユビオサエ

痕あり。底面ナデ。

1～ 6 EE

大砂粒含

石英

結晶片岩

橙 下位 にコ

ゲツキ痕

あ り

番号 器  種
地点
層位

長さ
(cm)

幅

帥
厚さ
(cm)

重量
(g)

存
態

遺
状 石 材 特徴・備考

砥 石
A
上面

21 5 完存 砂 岩

自然面の 3面に砥面。

特に表裏面については、凹面を呈 し石

皿状をなす。

番 号 器 種
地点
層位

法量
(cln)

形 態 の 特 徴 技 法 胎土 色調 備考

弥生土器

甕 (?)

覆土 底径68
孔径 (18)

底部中央に掏茂前穿孔あり。底

面は平底を星 し、体部は内彎気

味に大きく外方にたちあがる。

内外面 ともナデ。 1～ 4 ma

大砂粒含

石英

結晶片岩

(内 )暗赤灰

(外 )赤
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番号 器 種
点
位

地
層 謳

ω
形 態 の 特 徴 技 法 胎土 色 調 備考

弥生土器

壺 (?)

覆 土 底径85 底面は平底を呈す。

体部 は直線的に外方にたちあが

る。

内外面ともナデ。

底面はケズリ。

1～ 4 mal

大砂粒含

石英

結晶片岩

(内 )灰赤

(外 )橙

第28表 SK■ 78 出土遺物観察表

番号 器 種
点
位

地
層 通

ｍ
形 態 の 特 徴 技 法 胎土 色調 備考

弥生上器

壷Ala

覆土 口径147 大 きく外反する口縁部。

日縁端部 はやや下方に拡張 し平

坦におさめる。

端部 には刻目を施す。

内外面 ともにナデ。 1～ 5 nt

大砂粒含

結晶片岩

石英

橙

494 弥生土器

壷Ala

覆土 口径136 外反する日縁部

回縁端部はやや肥厚させ、平坦

におさめるが、下端にD字形の

刻目を施す。

内外面ともにナデ。 1～ 2 nal

大砂粒含

結晶片岩

赤黒

弥生土器

壷Fl

覆 土 口径 129 外脅気味に直立する頸部から直

線的に外反する日縁部をもつ。

日縁端部をやや肥厚させてまる

くおさめ、瘤状の尖起を2つ づ

つ 9ヶ 所に施す。

日縁下に断面三角形の貼付突帯

をめぐらし、上の突帯には、棒

状工具による軽い刻目を施す。

劉離のため、内外面とも

不明。

1～ 5m
大砂粒含

結晶片岩

石英

灰 2次焼成

か。上器

変質

弥生土器

甕Alニ

覆土 口径293 内彎 してたちあがる体部か ら

「 く」の字伏に屈曲して外反す

る日縁部 をもつ。

日縁端部は、まるくおさめる。

口縁部内外面ともヨコナ

体部外面上部はヨコヘラ

ミガキ。

内面ナデ。

1～ 4 ndl

大砂粒含

石英

結晶片岩

明赤褐

弥生上器

甕Alニ

覆土 回径434 内彎気味にたちあがる体部か

ら、屈曲して外反する口縁部を

もつ。

日縁端部はまるくおさめる。

日縁部は内外面 ともにナ

体部外面は、ヨコ方向ナ

ていねいに仕上 げてい

る。

体部内面はヨコヘラミガ

キ。

1～ 8 mm

大砂粒含

石英

結晶片岩

橙

498 弥生土器

養Alイ

覆上 日径330 内彎気味にたちあがる体部から

「 く」の字状に屈曲して、外反

する日縁部をもつ。

口縁端部は平坦におさめる。

口縁部内外面ヨコナデ。

体部外面 ヨコ方向 ヾガ

キ。

内面はナデ。

1～ 3 mE

大砂粒含

石英

結晶片岩

赤

499 弥生土器

甕Alエ

覆 土 回径308 内彎気味にたちあがる体部から

「く」の字状に外反する回縁部

をもつ。
日縁端部は丸くおさめている。

口縁部・体部の内外面と

も、ナデ。

ていねいに仕上 げてい

る。

1～ 5 5

1u大砂粒

含

石英

結晶片岩

(内 )橙

(外 )黒褐

弥生上器

甕A!ハ

覆 土 口径398 内彎してたちあがる体部から、

屈曲して外反する回縁部 をも

口縁端部はやや肥厚させて、平

坦におさめる。

頸部外面に板状工具で刻目をつ

けた突帯を貼付している。

内外面とも剣離激しく

不明。

1～ 3 mal

大砂粒含

石英

結晶片岩

橙

弥生土器

鉢Al

覆土 日径346 内彎してたちあがる体部から屈

曲して小さく外反する日縁部を

もつ。

口縁端部は平坦におさめる。

内外面 とも劉離のため不

明

1～ 3m
大砂粒含

結晶片岩

石英

橙
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番号 器 種
地点
層位

法量
(cm)

形 態 の 特 徴 技 法 胎土 色調 備考

弥生土器

鉢Al
覆土 回径195 体部 は内脅 してたちあが り、や

や肩をはる。

日縁部はゆるく屈曲 して、外反

する。
日縁端部は平坦におさめる。

内外面ともナデによる。 1～ 2 om

大砂粒含

石英

結晶片岩

(内 )明赤褐

(外 )橙

弥生土器

鉢

覆土 底径89 底面は平底を里す。

体部は内彎気味に大きく外方に

たちあがる。

内面は、ていねいなヘラ

ミガキ。

体部外面および底面は、

ナデ。

1～ 4 dm

大砂粒含

結晶片岩

チャー ト

にぶい橙

弥生土器

鉢

覆 土 底径70 高台状の上げ底を星す。

底面は体部に比してうすい。

体部は内彎気味に大きく外方に

たちあがる。

体部外面および底面はナ

体部内面は下半部にユピ

ナデ、上半はていねいな

ナデ。

1～ 6m
大砂粒含

結晶片岩

橙

弥生土器

甕

覆土 底径100 底面は平底を星す。

体部は直線的に外方にたちあが

る。

体部外面上から、ヨコヘ

ラミガキ。

右上 り、ヘラミガキ、ヨ

ヨナデ。

外傾接合痕で、破損して

いる。

1～ 3 ad

大砂粒含

結晶片岩

石英

明赤褐

番号 器 種
点
位

地
層

長さ
(cln)

幅

伽
厚さ
(cm)

重量
(g)

遺存
状態 石 材 特徴・備考

506 スクレイパー 覆土 31 完存 (?) サメカイ ト

下辺、縁辺を使用。

使用による刃こぼれとおもわれる痕跡

あり。

スクレイパー 覆土 51 15 15 23 完存 (?) サヌカイト

左辺 は自然面、右辺は裁断面。

下辺に主要劉離面側からの片面調整 に

よる刃部形成。

508 打製石庖丁 覆 土 50 0 完存
結晶片岩

(石英片岩 )

欠損品の接合。

両端わずかに快 りあ り。

小型方柱状

片刃石斧
覆土 10

左側欠損

(?)
泥岩

裏面は巻貝の化石痕あり。

刃部の片側を中心に研磨。

多くは自然面ないし、剣離面。

第29表 SD1001 出土遺物観察表

番号 器 種
点
位

地
層

法量
(clm)

形 態 の 特 徴 技 法 胎土 色調 備考

弥生上器

重Aef
覆上 内彎する体部からゆるやかに属

曲し、直立する頸部につながる。

頸部に、ヘラ状工具圧痕による

列点文、体部上半に櫛描波状文

が確認できる。

全面に剥離激 しいが、頸

部、体部外面 は、一部で

タテハケが確認できる。

内面はナデ。

1～ 5 at

大砂粒多

く含

結晶片岩

石英

(内 )灰 自

(外 )橙

弥生上器

重

覆上 底径82 底面は上げ底を呈す。

体部は内彎して大きく外方にた

ちあがる。

体部外面ナデ。

底面および内面はユビオ

サエ、ナデ。

1～ 5 ma

大砂粒含

結晶片岩

石英

(内 )灰黄褐

(外 )橙

弥生上器

壼

覆土 底径90 底面は丸底を呈す。

体部は外彎気味にくびれて大き

く外方にたちあがる。

内外面 ともにナデ。 1～ 5 mu

大砂粒含

結晶片岩

石英

にぶい黄橙

513 弥生土器

甕A`ニ

覆上 回径273 内傾する体部から「くJの字状

に外反する口縁部をもつ。

回縁部内外面 ヨコナデ。

体部内外面ナデ。

1～ 3 ma

大砂粒含

(内 )にぶい

黄褐
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番号 器 種
点
位

地
層 遇

ｍ
形 態 の 特 徴 技 法 胎土 色調 備考

口縁端部はやや丸味をおびなが

ら、平坦におさめる。

結晶片岩

石英

(外)橙

弥生上器

甕Alイ

覆 土 回径229 内彎する体部か ら、「 く」の字状

に届由して外反する口縁部 をも

口縁端部 は平坦におさめる。

口縁部内外面ヨコナデ。

体部内外面ナデ。

1～ 3 Hm

大砂粒含

結晶片岩

石英

明黄褐

弥生土器

甕

覆土 底径61 底面は平底 を呈す。

体部は直線的に外方にたちあが

る。

体部外面は、タテヘラミ

ガキ。

底部外面ヨコナデ。

底面はていねいなナデ。

内面はナデ。

1～ 3 ata

大砂粒含

結晶片岩

石英

(内 )暗灰黄

(外 )明赤褐

第30表 土壌・土坑 (弥生時代)出土遺物観察表 (上器、土製品と石器は別に記載)

番号 器 種
点
位

地
層

法量
(cm)

形 態 の 特 徴 技 法 胎上 色調 備考

弥生上器

葵 (?)

SK1029

覆上

底径82 底面は平底 を呈す。

体部 は外彎気味にくびれて、外

方にたちあがる。

内外面ともにナデ。

内面底部にユビオサエ痕

のこす。

1～ 4 mm

大砂粒含

結晶片岩

石英

(内 )に ぶい

黄橙

(外 )橙

弥生土器

甕

SK1029

覆土

底径51 底面は高台状の上げ底を呈す。

体部はわずかに内彎気味に外方

にたちあがる。

体部外面はタテヘラミガ

キ。

底部外面はヨヨナデ。

底面はナデ。

内面はヨコ方向を中心と

する板ナデを基本 とする

が、ユビオサエ痕 も多 く

のこす。

0 5-2
HH大 砂粒

含

結晶片岩

石英

(内 )褐灰

(外)灰褐

弥生土器

壷 (?)

SK1051

覆上

底径100 底面は平底を星す。

体部は部厚い底部から、直線的

に外方にたちあがる。

体部外面は、劉離のため

判然としないが、タテヘ

ラミガキであったように

みられる。

内面および底面はナデ。

1～ 41m

大砂粒含

石英

結晶片岩

橙 黒班あ り

527 弥生土器 SK1057

覆土

底径108 底面は平底を星す。

体部はやや くびれたのち、内彎

気味に大 きく外方にたちあが

る。

体部外面はタテヘラミガ

キ、底部外面および、底

面はナデ。

内面 はナデが主である

が、底面にくもの巣状に

ハケを施す。

1～ 31n

大砂粒含

石英

結晶片岩

(内 )褐灰

(外 )1こ ぶい

橙

528 弥生土器

壷

SK1062

覆土

底径25 底面は平底を呈す。

体部はわずかに内彎気味にたち

あがる。

体部外面は単位の短いタ

テヘラミガキ。底面 はナ

デ。

内面は板ナデと考えられ

る。

1～ 2 dII

大砂粒合

(内 )浅黄橙

(外 )橙

ミーチユ

ア

529 弥生土器

養 (?)

SK1062

覆土

底径43 底面はほぼ平底を呈す。

部厚い底部から体部は、直立気

味にたちあがる。

内外面 ともナデ。

底部外面一部 にユビオサ

エ痕 をのこす。

1～ 211

大砂粒含

石英

結晶片岩

橙

弥生上器

奏

SK1062

覆土

底径57 底面は平底を星す。

体部はほぼ直線的に外方にたち

あがる。

体部外面はタテヘラミガ

キ。

底面および内面はナデ。

1～ 2 DE

大砂粒多

く含

石英

結晶片岩

泥岩

(内 )に ぶヤ

黄橙

(外 )橙

弥生土器 SK1063

覆土

内彎してたちあがる体部上半。

上から櫛描の直線文、波状文、

外面ナデ。

内面ユビオサエ痕多数の

0 5´ヤ2

nH大砂粒

(外 )にぶい

赤褐

搬入土器

(讃岐 )
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番号 器 種
地点
層位

法量
(cm)

形 態 の 特 徴 技 法 胎土 色 調 備考

直線文 を施す。 こる。 多 く含

長石

角閃石

(内 )オ リー

ブ橘

533 弥生土器

壷Ale

SK1069

覆土

回径186 やや外方に開 く頸部か ら。

ゆるやかに外反する日縁部 をも

頸部 に櫛構波状文、簾状文 を施

す。

内外面 とも剣離のため不

明。

1～ 41m

大砂粒含

石英

結晶片岩

橙

弥生土器

甕

SK1069

覆土

底径61 底面は平底を呈す。

体部は直線的に外方にたちあが

る。

外面は幅広のタテヘラミ

ガキ。

内面はナデ。

底面はナデ。

1～ 4 mm

大砂粒含

石英

チャー ト

橙

536 弥生土器

壷Al

SK1075

覆土

回径97 ゆるやかに外反する日縁部。

口縁端部はわずかに肥厚 させな

が ら、平坦におさめる。

内外画 ともにナデ。 1～ 51m

大砂粒含

結晶片岩

石英

橙

弥生土器

甕Alニ

SK1075

覆土

回径158 体部から短 く外反する口縁部。

日縁端部はやや丸味をおびた平

坦面。

内外面 ともにナデ。 1～ 31m

大砂粒含

石英

橙

弥生土器

養Alロ

SKl132

覆上

日径178
底径55
体部最大径

(253)

器高(329)

底面は平底を呈す。体部は内彎

気味に外方にたちあが り、倒卵

形を呈す。

屈曲して外反する日縁部 をも

日縁端部は、わずかにつまみあ

げ、外面は平坦におさめる。

口縁部内外面 はヨヨナ

体部外面上半はタテハケ

のちヨコないし、左下り

ハケ。

下半はタテハケを重ね

る。

底面 もハケ とナデによ

る。

体部内面下半はタテヘラ

ケズリ、上半はヨコまた

は左上 りのヘラケズリ。

いずれもていねいに削り

単位がみえにくい。

1～ 3am

大砂粒含

結晶片岩

石英

にぶい橙

弥生土器

壼A玉

SKl157

覆土

日径142 直立する頸部から、ゆるやかに

外反する日縁部をもつ。

口縁端部は平坦におさめる。

内外面 ともにナデ。 1～ 4 mm

大砂粒含

結晶片岩

石英

(内 )赤黒

(外 )に ぶい

黄栓

552 弥生土器

甕

SKH57
覆土

底径65 底面はわずかな上げ底を呈す。

体部は直線的に外方にたちあが

る。

内外面 ともナデ。 1～ 3 mal

大砂粒含

石英

結晶片岩

赤

553 弥生土器

壷 (?)

SKl159

覆土

底径78 底面は平底を呈す。

体部はわずかに内彎気味に外方

にたちあがる。

内外面とも剣離のため不

明。

1～ 7 dua

大砂粒含

結晶片岩

石英

(内 )明褐

(外 )橙

琳生土器

養

SKl164

覆土

底径71 底面は平底を呈す。

体部は直線的に外方にたちあが

る。

体部外面一部にタテヘラ

ミガキ痕をのこすが、ナ

デが主体。

底面はケズリ。内面はナ

デ。

1～ 3 mt

大砂粒含

結晶片岩

石英

(内 )にぶい

黄橙

(外 )橙

556 弥生土器

重Ate

SKl171

覆土

口径143 頸部から、ゆるやかに外反する

回縁部をもつ。

日縁端部はやや丸味をおびてい

るが平坦におさめる。

頸部に簾状文を施す。

頸部外面はタテハケのち

簾状文。

日縁端部はハケ状工具に

よるナデ。

日縁内面はヨコハケ。

頸部内面はナデ。

1～ 2 mm

大砂粒含

石英

浅黄橙
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番号 器 種
点
位

地
層

法 量

(cm)
形 態 の 特 徴 技 法 胎土 色調 備考

557 弥生土器

壷A≒

SKH71
覆土

回径160 体部からゆるやかに頸部に移行

し、日縁部はゆるやかに外反す

る。

日縁端部は平坦におさめる。

内外面とも剖離により不

明。

1～ 3111

大砂粒含

石英

結晶片岩

浅責橙

弥生土器

壷Al

SKl171

覆土

回径172 直立する頚部から、ゆるやかに

屈曲して、外反する短い口縁部

をもつ。

日縁端部損傷激しいが、まるく

おさめているもの と考えられ

る。

内外面とも劉離激しく不

明。

1～ 4 Ed

大砂粒含

石英

チャー ト

結晶片岩

にぶい黄橙

弥生土器

壼Ac
SKl171

覆土

頸部径78 体部は内彎してたちあがり、頸

部はほぽ直立する。

頸部に櫛摘直線文を 2重 にめぐ

らせている。

外面は、櫛描部分以外は

剣離のため不明。

内面・体部上半に指オサ

エ痕多数残る。

ユ～ 2 1EE

大砂粒多

く含

石英

結晶片岩

(内 )灰褐

(外 )橙

弥生土器

壺

SK■ 71

覆上

底径98 底面は平底を呈す。

体部はわずかに内彎気味に大き

く外方にたちあがる。

体部外面はタテハタのち

ナデ。

底面はナデ。

内面は剣離はげしいがナ

デと思われる。

1～ 41m

大砂粒含

石英

結晶片岩

にぶい黄橙

弥生土器

壷

SKl171

覆上

店径85 底面はほぼ平底を呈す。

体部は内彎して外方にたちあが

る。

体部外面は強いナデによ

り各所に稜 をのこす。

内面は、ユビオサエ痕が

多 く、外傾接合痕が観察

できる。

1～ 4m
大砂粒含

石英

チャー ト

絹雲母

にぶい黄橙

562 弥生土器

壷

SKl171

覆上

底径83 底面はやや上げ底を星す。

体部 はわずかに内彎 しなが ら外

方にたちあがる。

内外面 とも板状工具と指

によるナデ。

2～ 3剛

大砂粒含

石英

チャー ト

(内 )褐灰

(外 )にぶし

橙

弥生土器

甕

SKl171

覆上

底径65 底面は平底を呈す。

体部はやや内彎気味に外方にた

ちあがる。

内外面ともナデ。 1～ 4 tal

大砂粒多

く含

石英

結晶片岩

赤

弥生土器

甕 (?)

SKl171

覆土

底径59 平底を呈し、体部は外方にたち

あがる。

底面円盤状に整え、その

上に体部つみあげ。

2～ 3 ma

大砂粒多

く含

石英

結晶片岩

赤

弥生土器

董 (?)

SKl171

覆上

底径83 底面は平底を星す。

体部はわずかに外彎気味に外方

にたちあがる。

内外面ともにナデ。

底部内面の粘土塊充壊痕

を観察できる。

1～ 2 DE

大砂粒含

(内 )褐灰

(外 )にぶい

橙

弥生上器

壼 (?)

SKH74
覆土

底径109 底面はわずかに上げ底を呈す。

体部はわずかなくびれをもちな

がら、内彎気味に外方にたちあ

がる。

体部外面はタテヘラミガ

キとナデによる。下端の

わずかにくびれた部分の

短い単位のミガキが特徴

的。内面および底面はナ

デ。

1～ 8 un

大砂粒含

石英

結晶片岩

(内 )灰黄褐

(外 )橙

黒班あ り

568 弥生土器

壷BIc

SKn75
覆土

口径210 体部から、ゆるやかに屈曲して、

ラッパ状に開 く長い口頸部をも

回縁部はわずかに月巴厚し、端面

は凹面に仕上げる。

頸部・ 体部の境に、断面三角形

の刻目突帯を2条貼 りつける。

全面剣離激しいが回縁部

内外面はヨコナデ。

頸部は内面の一部にタテ

ハケを施すが、主として

内外面ともにナデ。

体部もナデを主とし、内

面にユビオサエがみられ

る。

1～ 6 1al

大砂粒含

結晶片岩

石英

(内 )橙
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番号 器 種 鯨
離

灌
ｍ

形 態 の 特 徴 技 法 胎 土 色調 備考

弥生土器

甕Alイ

SKl175

覆上

口径351 内彎気味に直立する体部から属

曲して外反する短い口縁部をも

内外面 とも劉離のため不

明。

1～ 6 na

大砂粒多

く含

石英

結晶片岩

明貢褐

弥生上器

壷 (?)

SK■ 75

覆土

底径76 底面は平底を呈す。

体部は直線的に外方にたちあが

る。

内外面ともに剣離のため

不明。

底部輪台技法が観察でき

る。

1～ 6 mu

大砂粒多

く含

石英

結晶片岩

(内 )浅黄橙

(外 )赤

弥生土器

鉢A
SKl176

覆土

底径40 直立する底部から、体部は内彎

気味に外方にたちあがり、ゆる

やかに屈曲して口縁部につづ

く。

底部外面ナデ。体部外面

は短い単位のタテヘラミ

ガキを中心に右下リミガ

キも観察できる。

日縁屈曲部外面は、ナデ

とヨコヘラ ミガキの併

用。

内面 は板ナデ とみ られ

る。

1～ 2 Hun

大砂粒含

結晶片岩

石英

(内 )明赤褐

(外 )橙

弥生土器

甕Blエ

SKl188

覆土

口径208 ゆるやかに彎由して外反するロ

漉た桜騒。

端部はまるくおさめる。

内外面 とも剣離激 しく不

明。

1～ 8 mm

大砂粒含

結晶片岩

石英

橙 体部の破

片多数あ

るが非接

合

番 号 器 種
点
位

地
層 珈

ω
鰤
⑪

酪
ｍ

確
ｍ

重量
(g) 胎 土 色 調 備 考

土製紡錘車
SKl127
覆土

1～ 2 jlH大

砂粒含
石英
チャー ト

にぶい褐色

未製品
土器片利用。

恋肝
り孔を穿つ途中の

上製円板
SKl176
覆土 6よ ぁ経暮

mal大

石英
結晶片岩

橙
期を98角 孝ゝ苧::寝

才しる。

番号 器 種
点
位

地
層

長さ
(cln)

幅

伽
隣
ω

重量
(g)

遺存
状態

石 材 特徴 。備考

柱状片刃石斧
SK1017

覆土
(29) (31) 刃部欠損

結晶片岩

(緑色片岩)

全面ていねいに研磨。表面はまるく稜

がはっきりしない。表面中央部に弱い

敲打痕多数のこる。

517 砥 石
SK1028

覆土
(1910) 周縁欠損 砂岩

被熱

自然面の一面に弱い砥面と粒状の敲打

痕。

520 石 鏃
SK1029

覆上
22 完存 サヌカイ ト 凹基無茎。

スクレイパー
SK1029

覆土
39 09 完存 (?) サヌカイ ト 下辺粗い両面調整による刃部形成。

522 叩石
SK1029

覆土
(121) (184) 欠損

結晶片岩

(緑色片岩)

棒状の自然面の中央部に粒状の敲打

痕。下端部も敲打に利用か。

523 砥 石
SK1034

覆土
(209) (2000) 一部欠損 砂 岩

被熱

自然面の 3面に砥面。表裏面は、入念

に砥 ぎ凹面 をなす。

側面の砥面は凸面。

打製石庖丁
SK1051

覆土
(56) (39〕 (07) (180) 欠損品

結晶片岩

(石英片岩 )
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番号 器 種
地点
層位

麟
ｍ

幅

帥
隣
ω

重量
(g)

遺存
状態

石 材 特徴・備考

磨製石斧 ?
SK1051

覆土
(69) (84) (43) (402) 破 片 ンヽレイ岩

未製品か。

形のよい自然石の側辺 を敲打。

敲打箇所 を一部研磨。

小型 扁平 石 斧

(?)

SK1068

覆土
(52) 33 (232) 欠損 (?)

結晶片岩

(暴色片岩)

小型の磨製石斧の未製品か。

縁辺からの敲打により成形された段

階。

535 打製石庖丁
SK1069

覆土
(50) (44) (11) 欠損品

結晶片岩

(緑色片岩)

端部の挟 り認められず。

538 石鏃
SK1082

覆土
17 11 完存 サヌカイト 平基無茎。

叩石
SKl109

覆土
(65) (44) (18) (102) 欠損 結晶片岩

扁平縛伏の自然石の先端部に弱い敵打

痕と擦痕あり。

砥 石
SKllll

覆土
(92) (58) (14) (112) 欠損

結晶片岩

(緑色片岩)

1面を砥面 とする。左辺の敲打の状況

から、石庖丁または磨製石斧に転用途

中のものか。またはその逆。

石鏃
SKl127

覆土
14 0 25 完存 サヌカイ ト 四基無茎。

石 鏃
SKl127

覆土
(15) (15) (107) 先端欠損 サヌカイ ト 平基無茎。

石鏃
SKl127

覆土
(21) (137) 先端欠損 サメカイ ト 平基無茎。

楔形石器 (?)
SK■ 27

覆上
サメカイ ト

左右辺は裁断面。

(両面調整による劉離 とも見え、石鏃片

の可會?性 もある。)

546 楔形石器
SKl127

覆土
18 サヌカイ ト

下辺は両極打法による。

他辺は裁断面。

547 楔形石器
SK■ 27

覆土
サヌカイト

上辺および左右辺は載断面。

下辺は両極打法によるもの。

548 打製石庖丁
SKl127

覆土
(23) (37) (05) 欠損品

結晶片岩

(石英片岩 )

扶 りあ り

叩石
SKl129

覆土
71 328 完存 ハ ンレイ岩

表面 と側縁辺を中心に粒状、筋状の敲

打痕が観察できる。円礫利用。

太型蛤刃石斧
11区

SKl164
14 5 63 (35) (520) 欠損

結晶片岩

(緑色片岩)

全面敲打による、整形後、刃部 と基部

端を中心に研磨。

基部付近には、敲打痕のこる。

磨製石斧 SKl171 (229) (79) (57) (1850) 欠損
結晶片岩

(緑色片岩)

未製品。

太型始刃石斧の未製品 とみられる。

全面敲打。被熱。

第31表 柱穴 。小穴 (弥生時代)出上遺物観察表 (上器と石器は別に記載)

番号 器 種
地点
層位

法量
(cln)

形 態 の 特 徴 技 法 胎土 色調 備考

弥生土器

重

SP1343

覆上

底径90 底面は平底を呈す。

体部はやや内彎気味に、外方に

たちあがる。

なお、図化不能であるが体部上

半～頸部に、 2列の竹管文が観

察できる。

体部外面、内面は、タテ

ハケの痕跡をのこす。

底面については、ナデ。

成形時の粘土紐痕が観察

できる。

円盤上に輪積み、外傾接

合。

1～ 6 da

大砂粒含

石英

チャー ト

泥岩

淡黄
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番号 器 種
地点
層位 遼

ｍ
形 態 の 特 徴 技 法 胎土 色調 備考

575 弥生上器

墾BIニ

SP1343

覆土

日径216 内彎 してたちあがる体部か ら、

ゆるやかに屈曲して外反する短

い口縁部 をもつ。

口縁端部 は損傷 しているが、そ

の形状か ら丸 くおさめているも

のと考 えられる。

内外面 とも剖離のため不

明。

1～ 3 an

大砂粒含

石英

結晶片岩

橙

弥生土器

甕

SP1343

覆土

底径64 底面は平底を呈す。

体部は、わずかに外彎気味にた

ちあがる。

体部外面はタテヘラミガ

キのちナデ。

底面はナデ。内面はタテ

ヘラミガキ_

l at～ 1

cm大砂粒

含

石英

チャー ト

(外 )橙

(内 )赤灰

577 弥生土器

壷G(?)
SP1371

覆上

口径108 一方の端面破損のため、上下不

明。

筒状で、両端面、ゆるやかにラ

ッパ状 に外反する。

外面はナデ。

内面にユビオサエ痕 と、

ヨコハ ケの痕跡 をの こ

す。

1～ 2 am

大砂粒含

淡 黄

弥生土器

壷

SP1609

覆土

底径82 底面は平底を呈す。

体部はわずかに外彎気味にくぴ

れをもったのち、内彎気味に外

方にたちあがる。

内外面ともナデ。

底部中央に内面より粘土

充壊し、成形の痕跡あり。

1～ 5nd

大砂粒含

石英

結晶片岩

(内 )浅黄橙

(外 )に ぶい

黄橙

弥生土器

甕Alイ

SP1880

覆土

口径 150 内彎気味にたちあがる体部から

直角に近い角度で屈曲して外反

する日縁部をもつ

口縁端部は平坦におさめる。

体部外面に、ハケ状の痕

跡をわずかに残すが主に

ナデ。

口縁および体部内面はナ

デ。

1～ 3 ma

大砂粒含

石英

結晶片岩

チャー ト

浅黄橙

585 弥生土器

重Al

SP1552

覆土

回径124 やや外方に開 き気味の頸部か

ら、ゆるやかに屈曲して外反す

る口縁部をもつ。

日縁端部は平坦におさめる。

頸部外面にタテハケの痕

跡をのこす。口縁部外面

はナデ。

内面はナデのようである

が、やや粗い仕上げの感

がある。

1～ 5 mE

大砂粒含

結晶片岩

石英

橙

弥生土器

鉢 (?)

SP1548

覆土

底径 120 底面は上げ底を呈す。

底面端は外方に張り出し、内傾

して、体部は外方にたちあがる

ものと考えられる。

内外面 とも劉離はげしく

不明。

1～ 4 1nI

大砂粒含

石英

繕晶片岩

赤橙

番 号 器 種
点
位

地
層

長さ
(cln)

幅

帥

厚さ
(C14)

重量
(g)

存
態

遺
状 石 材 特徴 。備考

579 柱状片刃石斧
SP1748

覆土
14 2 1_7 完存

結晶片岩

(緑色片岩)

未製品。

自然石を不」用し、敲打による成形後、

表面、刃部の一部を研磨。

太型蛤刃石斧
SP1762

覆上
17 9 (52) (38) (575) 半分欠損

結晶片岩

(緑色片岩 )

ほぼ全面研磨。破損後叩石 として利用

か 。

粒状の敲打痕集中。

石鏃
SP1273

覆土
10 (053) 一部欠損 サヌカイト 凸基無茎。木葉形。

石鏃
SP1389

覆土
(33) 11 (158) 先端欠損 サヌカイト 平基無茎。

楔形石器
SP1361

覆土
27 サヌカイト

左辺は我断面、右辺は半分裁断面、半

分は両極打法で、鋭角な縁辺形成。

下辺は右辺と同様。上辺は、両極打法

による鋭角な縁辺。
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第32表 SR2001 出土遺物観察表

番号 器 種
地点
層位

法量
(cm)

形 態 の 特 徴 技 法 胎土 色調 備考

587 弥生土器

壷Al

4区

覆土

回径180 外彎してたちあが リラッパ状に

ひらく日頸部。

日縁端部はわずかに下方に肥厚

し、平坦におさめる。

内外面 とも剣離のため不

明。

1～ 3 dI

大砂絃含

石英

結晶片岩

浅黄橙

588 弥生土器

壷Al

4区

覆土

口径161 外彎してたちあがり、ラッパ状

にひらく日縁部。

日縁端部はややぶ くらみをもっ

て平坦におさめる。

口頸部外面 は劉離のため

不明。

内面はナデ。

1～ 6 1dd

大砂粒多

く含

石英

結晶片岩

橙

弥生土器

壷Al

4区

覆土

口径222 外彎してたちあがり、ラッパ状

にひらく口縁部。

日縁端部はわずかに肥厚し、平

坦におさめる。

内外面ともに劉離のため

不明。

1～ 9 mu

大砂粒多

く含

結晶片岩

石英

橙

弥生上器

壷Al

4区

M-11

覆土

回径178 内傾する体部から、外彎 してた

ちあがり、ラッパ状にひらくロ

頸部。

内外面とも剣離のため、

不明。

1～ 8 aI

大砂粒含

にぶい黄橙

弥生土器

壷Al

4区

K-12

L-12

覆土

底径91
体部最大径

23 1

わずかに上げ底の部厚い底部。

体部は内彎して、外方にたちあ

がり、卵形で最大径位置の低い

形状をなす。

さらにゆるやかに外彎して頸部

につながるが、端部はおさまる

ものか、さらにのびるものか損

傷はげしく不明。

頸部および体部上半は釧

離のため不明。

体部外面下半にはタテヘ

ラミガキと、タテハケの

双方が確認できる。

底部外面、底面、内面は

ナデ。

1～ 5 Du

大砂粒含

石英

チャー ト

(内 )褐灰

(外 )灰 白

弥生土器

壷Ae
4区

L-12

覆土

外彎気味にたちあがる頸部。

頸部下端に禰描波状文をめぐら

す。

頸部内外面 ともナデ。 1～ 4 mI

大砂粒含

結晶片岩

石英

灰 白

弥生土器

壷

4区

M-12

覆土

底径82 底面は高台状の上げ底を呈す。

体部はやや くびれたのち内彎気

味に外方にたちあがる。

体部外面、剣離のため不

明。

内面はナデ

底部外面ユビオサエ、底

面もユビオサエ、ナデ。

1～ 8 1ta

大砂粒含

結晶片岩

石英

にぶい褐

弥生土器

壷

4区

覆土

底径56 底面は上げ底を呈す。

体部は内彎気味に外方にたちあ

がる。

体部は内外面 ともナデ。

外底面ナデ、内底面にユ

ビオサエ痕あり。

1～ 5 1dm

砂粒含

結晶片岩

泥岩

(内)に ぶい

黄褐

(外 )橙

弥生上器

壷

4区

覆土

底径84 底面は平底 を呈す。体部 は部厚

い底部か らやや くびれて内彎気

味に大 きく外方にたちあが る。

体部外面剣離激しいが、

ヘラミガキに特有な劉が

れ方をしている。底面ナ

デ、内面はユビオサエ痕

多数のこる。

1～ 5 mI

砂粒含

結晶片岩

石英

(内 )褐灰

(外 )橙

596 弥生土器

壺

4区

L-12

覆土

底径76 底面は平底を星す。

体部は直線的に外方にたちあが

る。

外面は剣離のため不明。

内面はナデ。

1～ 6 tu

大砂粒合

結晶片岩

石英

(内 )黄褐

(外 )権

弥生上器

壷

4区

ι-12

覆上

底径101 底面は平底を星す。

体部は内彎して、大きく外方に

たちあがる。

体部外面 タテヘラ ミガ

キ。

底部外面ヨヨナデ。

底面・ 内面ナデ。

1～ 7 mI

大砂粒含

結晶片岩

石英

にぶい橙

598 弥生上器

甕BIニ

4区

M-12

覆土

回径179 直立気味にたちあがる体部か

ら、ゆるく屈曲して外反する、

いわゆる如意形口縁を呈す。

口縁部・体部とも内外面

ナデ。

1～ 3 aln

大砂粒含

石英

明赤褐
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番号 器  種
点
位

地
層 漣＜ｃｍ＞

形 態 の 特 徴 技 法 胎土 色調 備考

口縁襴 は、まるくあいま彰ゝに
おさめる。

結晶片岩

599 弥生上器

甕Clニ

4区

L-11・ 12

覆上

口径123

底径48
体部最大径

11 3

器高(141)

底面はほぼ平底を呈す。

体部は内彎してたちあがり、屈

曲して外反する短い口縁部をも

つ。日縁端耶はまるくあいまい

におさめる。

口縁部内外面ナデ。体部

上半は、外面は劉離のた

め不明。内面はナデ。下

半の外面 はタテヘラミガ

キ。内面はナデ。

底部外面、底面はナデ。

ユ～ 3 nI

大砂粒合

結晶片岩

石英

(外 )に ぶい

褐

(内 )灰

弥生上器

甕

4区

覆土

底径52 底面は上げ底を星し、体部はや

やくびれて、直線的に外方にた

ちあがる。

体部外面タテヘラ ミガ

キ。

底部外面ヨヨナデ、底面

ナデ、内面ナデ。

1～ 3Ш

大砂粒含

結晶片岩

石英

橙

弥生土器

甕

区

上

４

覆

底径60 底面は平底を呈す。

体部は内彎気味に外方にたちあ

がる。

体部外面ナデ。

底面、内面劉離激しいが、

内底面にユビオサエ痕の

こる。

1～ 3 mE

大砂粒含

結晶片岩

石英

橙 黒 班 あ

り。

602 弥生土器

奏

4区

覆上

底径74 底面は平底を呈し、底部端をや

や外方に拡張する。体部は、直

線的に外方にたちあがる。

内外面 ともにナデ。 1～ 4om

大砂粒多

く含

結晶片岩

石英

淡黄

弥生土器

甕 (?)

4区

hI-12

覆上

底径55
孔径18

底面は上げ底、中央に径1 8cmの

穿孔を施す。

体部はやや くびれて、外方にた

ちあがる。

内外面ともにナデ。 1～ 7 at

大砂粒含

結晶片岩

石英

橙

弥生土器

鉢

4区

覆土

底径67 底面は高台状の上げ底を呈す。

体部はやや くびれて外方にたち

あがる。

内外面 ともにナデ。 1～ 3 mI

大砂粒含

石英

結晶片岩

浅黄橙

605 弥生土器

3FD

4区

L-11・ 12

覆土

底径123 底面は上げ底を呈す。

体部は直線的にやや内傾してた

ちあがる。

底部端に、斜めに 2孔あり。対

になるものと推定される。

体部外面タテヘラミガキ

のちナデ。

底面および内面はナデ。

0 5-2
dln大 砂粒

含

石英

チャー ト

橙

606 弥生土器

高杯

4区

L-11・ 12

覆土

外彎気味に直立する脚柱部、杯

部との境に、 2条の貼付刻目突

帯を巡らす。

脚柱部外面ナデ。

杯部内面および脚柱部内

面はナデ。

0 5- 2
mI大砂粒

含

石英

結晶片岩

浅黄橙

番号 器 種
点
位

地
層 離

ω
幅

伽
酔
ω

重量
(g)

存
態

遺
状 石 材 特徴・備考

石鏃
4区

覆土
(20) 50 (211)

脚端

一部欠損
サヌカイ ト 凹基無茎。

石鏃
4区

覆土
14 (146)

齢

一部欠損
サヌカイト 凹基無茎。

609 石鏃

4区

K12
覆土

14 完存 サヌカイト 凹基策茎。

石鏃
4区

覆土
19 (108) 一部欠損 サヌカイト 凹基無茎。

石鏃

4区

L-12

覆上

(23) (182) 先端欠損 サメカイ ト 凹基無茎。
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番号 器 種
地点
層位

離
⑪

幅

卿
酔
ω

重量
(g)

遺存
状態

石 材 特徴・備考

612 石鏃
4区

覆土
(17) (056) 先端欠損 サヌカイト 凹基無茎。

石鏃

4区

K-12

覆上

完存 サヌカイト 凸基有茎。

石 錐

4区

K13
覆土

(36) (170) 先端欠損 サヌカイト 棒状

再 愴

4区

K―■

覆土

(48) (26) (14) (2404) 先端欠損 サメカイ ト
両極打法による粗成形ののち、両側辺

は両面の調整による。

楔形石器

4区

L-12

覆土

43 45 サヌカイ ト
上辺・左辺は裁断面、下辺は両極打法

による。

スクレイアヾ―

4区

J-12

覆上

81 完存 (?) サヌカイト
下辺に主として両極打法を主とし、部

分的に両面調整を加えた刃部物或

スクレイアヽ―
区

土

４

覆
11 40 45 完存 (?) サヌカイト

下辺および、左辺両種打法による刃部

形成。

左辺については、縁辺やや磨減。

石庖丁の破損品の可能性もあり。

スクレイパー
4区

L-13

覆土

31 完存 サヌカイト

表面は自然面。下辺は主要劉離面側か

らを主とする片面の調整による刃部形

成。上辺一部は表面側からの片面調整

による刃部形成。

打製石庖丁
4区

覆土
(66) (33) (2502) 欠損

結晶片岩

(石英片岩 )

両極打法による刃部形成。快りなし。

石鎌
4区

覆上
(81) 31 (2063) 欠損

結晶片岩

(緑色片岩 )

622 石鎌
4区

M-12
(63) (36) (2395) 欠損

結晶片岩

(石英片岩 )

623 打製石庖丁 覆 土 (42) (620) 欠損
結晶片岩

(石英片岩 )

決 りなし。

624 柱状片刃石斧

4区

L-11

覆土

(110) (25) (46) 刃部欠損
結晶片岩

(緑色片岩)

方柱状の自然石を利用。

表面、裏面を中心に研磨。

柱状片刃石斧
区

土

‐０

覆
(107) (240) 刃部欠損

結晶片岩

(緑色片岩)

刃部欠損。

柱状の自然礫を強い敲打により成形。

基部、側面を中心に研磨。

挟 りは敲打による。

626 叩石
4区

覆土
37 (446) 一部欠損 ハンレイ岩

円礫両面中央 と右側面に粒状の敲打

痕。

下辺と左側面は、強い敲打による剣離。

叩石

4区

J-12

覆土

13 1 82 52 950 完存
結晶片岩

(砂質片岩)

円礫利用。

一部に粒状の敵打痕あり

628 叩石
4区

覆土
11 3 完存

結晶片岩

(砂質片岩)

原礫 は円礫。風化激 しく敲打痕は明瞭

にのこっていないが、敲打 目的で使用

された ものと考 えられる。

629 叩石
4区

覆土
完存 砂 岩

自然の円礫 を利用。一 ヶ所に集中的に

粒状の敲打痕あ り。
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番号 器 種
点
位

地
層 鰈

ｍ
幅

帥
酔
ｍ

菫
⑭

存
態

遺
状 石 材 特徴・備考

叩石
4区

覆土
23 完存

結晶片岩

(緑色片岩 )

棒状の自然礫の両端を利用。

叩石
4区

覆上
(170) (407) 欠損

結晶片岩

(石英片岩 )

上端部・下端側線に粒状の敲打痕あり。

石棒の可能性 もある。

第33表 SX1005 出土遺物観察表

番号 器 種
地点
層位

長さ
(cm)

幅

帥

厚さ
(cln)

重量
(g) 離

朧
石 材 特徴 。備考

石 鏃 覆上 (18) 先端欠損 サヌカイト 円基無茎。

スクレイパー 覆土 4 79 完存 (?) サヌカイト

下辺・ 右上辺、両面調整 による刃部形

成。

左辺は片面調整による刃部形成。

第34表 遺物包含層等出土遺物 (弥生時代)観察表

番号 器 種
地点
層位

法量
(on)

形 態 の 特 徴 技 法 胎土 色調 備考

弥生土器

壷Al

5区

包含層

回径129 やや開き気味にたちあがる頸部

か ら、屈曲 して大 きく外反す る

日縁部 をもつ。

日縁端部は、わずかに下方に拡

張 し、端部 は平埋におさめる。

口縁部は内外面ともにヨ

コナデ。

頸部外面はタテヘラミガ

キ、内面はナデ。

1～ 2 HuI

大砂粒含

石英

明赤褐

弥生土器

壷A,

7区

包含層

口径 145 直立する頸部からゆるやかに外

反する回縁部 をもつ。

内外面 ともナデ。 1～ 5 Hd

大砂粒含

結晶片岩

石英

(内 )1こ ぶい

黄褐

(外 )黄橙

弥生上器

壼Al

7区

包含層

回径141 直立する頸部から、ゆるやかに

外反する口縁部をもつ。

内外面 とも剣離激 しい

が、ナデによるものと考

えられる。

1～ 5 nu

大砂粒含

石英

結晶片岩

橙

弥生土器

壷El

2区

MI-17

包含層

口径m2 やや開き気味にたちあがる日頸

部。口縁部わずかに外反。端部

は、ややふくらみをもって仕上

げる。

内外面ともにナデ。 1～ 2剛

大砂粒含

石英

にぶい黄橙

638 弥生土器

壷Fl

11区

包含層

回径97 内彎してたちあがる体部から、

ゆるやかに彎曲して外反する日

頸部をもつ。

日縁端部は肥厚し、上端に平坦

面、上端外方に凹面をもつ。頸

部に断面三角形の突帯を一条も

内外面 ともナデによる仕

上暁

1～ 2 dud

大砂粒含

石英

長石

角閃石

にぶい橙 搬入土器

(讃岐)

弥生上器

壼A2

7区

包含層

回径192 ゆるやかに外反する回縁部。日

縁端部を外方下に拡張し、端面

に 3条の回線を施す。

内外面 ともナデ。 ユ～ 3噸

大砂粒合

石英等

橙

弥生土器

壺

11区東

包合層

底径1345 底面は、わずかに上げ底で、分

厚い底面をもつ。体部はやや外

彎気味に外方へたちあがる。

体部外面はタテハケの痕

跡を残すがナデが優勢。

内面は細かいヨコハケ。

一部にナデの痕跡あり。

底部に内外面より粘土充

壊痕あり。

1～ 6 md

大砂粒含

石英

結晶片岩

(内 )黒

(外 )に ぶい

黄橙

弥生上器

羹AIニ

2区

W-17
回径204 内傾する体部から「 く」の字状

に屈曲して外反する口縁部をも

回縁部内外面 ヨコナデ。

体部外面 は不明。

1～ 3 mal

大砂粒含

(内 )灰黄褐

(外 )橙
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番号 器 種
地点
層位

法量
(cln)

形 態 の 特 徴 技 法 胎土 色調 備考

口縁端部はまるみをもって仕上

げる。

内面ナデ。 結晶片岩

石英

弥生土器

甕Alロ

3区 Q―

19

通路面上

口径176 内彎してたちあがる球形にちか

い体部から「 く」の字状に大き

く外反する口縁部をもつ。日縁

端部は、わずかに上方におりま

げ、端部 をまるくおさめる。

口縁部内外面、ヨコナデ。

体部外面上半タテハケ、

下半タテヘラミガキ。

内面上半は左上リナナメ

ハケ。

下半はタテ方向板ナデ。

1～ 31u

大砂粒含

石英

結晶片岩

にぶい赤褐

弥生土器

鉢 B】

7区

包含層

口径 207 内彎して外方にたちあがる体部

から、日縁部は内外に拡張して

端面を平坦におさめる。

端面に櫛描の斜格子を施す。

日縁部内外面 はヨコナ

体部内面は一部にタテハ

ケがみえるが主としてナ

デ。

1～ 6 dun

大砂粒含

角閃石

石英

明赤褐 搬入上器

(譲岐 )

番号 器 種
地点
層位 劇

ｍ
劇
⑪

隣
ω

確
ω

重量
(g) 胎 土 色 調 備 考

土製紡錘車
7区
包含層

1～ 2 1nal大

砂粒含
結晶片岩

(内 )灰黄褐
(外 )橙

土器片利用。

土製紡錘車
9区
包含層

07 1289

大ｍ
　
　
岩

５
含
　
片

”
粒
英
晶

１
砂
石
結

(内 )暗赤灰
(外 )赤

土器片利用。
裏 (内 )面ヘラヽガキ痕の
とす。

土製円板
7区
包含層

大山
　

岩

４
含
　
片

”
粒
英
晶

１
砂
石
結

橙

土器片利用の紡錘車では
ないか と考えられるが未
穿孔。

番号 器  種
点
位

地
層 簾

ｍ
幅

ｍ
隣
ｍ

菫
０

存
態

遺
状 石 材 特徴 。備考

647 石鏃
9区

包含層
19 (17) (087)

脚端一部

欠損
ナヌカイト 凹基無茎。

648 石鏃
9区

包含層
19 (17) (107)

脚端一部

欠損
サヌカイト 凹基無茎

石 鏃

3区

R-20

包含層

(13) (13) (038)
錦 齢

欠損
サヌカイト 凹基無茎。

石鏃
9区

包含層
(17) (09) (25) (030)

先端脚端

欠損
サヌカイ ト 凹基無茎。

石 鏃
10区

包含層
(21) (15) (102)

先端脚端

欠損
サヌカイト 凹基無茎。

652 石 鏃
7区

包含層
(15) (14) (03) (086)

先端脚端

欠損
サヌカイト 凹基無茎。

石鏃
11区

包含層
13 (092) 基部欠損 サヌカイト 平基無茎。

石鏃
2区

包含層
(29) 16 (2_24)

先端一部

欠損
サヌカイト 凹基無茎。

石鏃
2区

包含層
12 (085) 一部欠損 サヌカイト 凹基無茎。

656 石鏃

1区

Vヽ-13

包含層

(21) 13 (118) 先端欠損 サヌカイ ト 凹基無茎。
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番号 器 種
地点
層位

長さ
(cm)

幅

帥
騰
ｍ

重量
(g)

存
態

遺
状 石 材 特徴 。備考

657 石鏃
9区

包含層
(24) 17 (162) 先端欠損 チヌカイト 凹基無茎。

石鏃
層

区

含

２

包
(16) (12) (03) (041) 側縁欠損 サヌカイ ト 凹基無茎。

石鏃
10区

包含層
(19) (138) 基部欠損 サメカイト 四基無茎。

石鏃
9区

包含層
(29) (271)

先糊

一部欠損
サメカイト 凹基無茎。

石鏃
9区

包含層
22 (102)

基部一部

欠損
サヌカイ ト 凹基無茎。

石鏃
H区
包含層

(29) 先端欠損 サメカイ ト 凹基無茎。

663 石鏃
9区

包含層
05 完存 (?) サヌカイト 未製品。

664 石鏃

3区

P-17

包含層

(15) (125)
基部一部

欠損
サヌカイ ト 平基無茎。

665 石鏃
7区

包含層
(19) (115) 先端欠損 サヌカイト 平基無茎。

石鏃
2区

包含層
(08) (04) (076) 基部欠損 サメカイト 平基無茎

石鏃
2区

包含層
(16) (085) 危端欠損 サヌカイト 円基無茎。

668 石鏃
SD1007

覆上混入
(20) (116) 先端欠損 サヌカイ ト 平基無茎。

石鏃
H区東

包含層
1 28 完存 (?) サヌカイ ト 平基無茎。

石鏃
8区

包含層
(38) 22 先端欠損 サヌカイ ト 平基無茎。

石鏃
■区

包含層
(20) (057) 先端欠損 サヌカイト 円墓無茎。

672 石鏃
9区

包含層
完 存 サヌカイ ト 円基無茎。

石鏃

2区

AG-17

+日耕作土

(083)
基部一部

欠損
サヌカイト 円基無茎。

石 鏃
7区

包含層
(24) 11 (130) 基部欠損 サメカイト 円基無茎 (?)。

石 鏃
8区

包含層
11 完存 サヌカイト 円基無茎。

石 鏃

2区

U-18

包含層

た 1 完 存 サヌカイト 円基無菫。

石 鏃
8区

包含層
11 完 存 サメカイト 円基無茎。

石鏃

1区

V-11

包含層

(18) 11 (085) 先端欠損 サヌカイト 円基無茎。
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番号 器 種
点
位

地
層

長さ
(cm)

幅

帥
厚さ
(cm)

重量
(g)

存
態

遺
状 石 材 特徴 。備考

石 鏃
9区

包含層
24 12 0 73 完存 サヌカイト 円基無茎。

石 鏃
7区

排土
12 完存 サヌカイト

未製品 (?)

円基無茎。

石 鏃
9区

包含層
(21) 12 (086) 先端欠損 サヌカイト 円基無茎。

石鏃
9区

包含層
(26) (12) (089) 先端欠損 サメカイト 円基無茎。

683 石鏃
8区

包含層
(36) (405) 先端欠損 ナヌカイト 円基無茎。

石鏃
7区

包含層
(24) (15) (04) (156) 先端欠損 サヌカイト 円基無茎。

石鏃

2区

AA-17

包含層

(24) 12 (109) 基部欠損 ナメカイ ト

686 石鏃
1・ 2区

排上
(30) (16) (215) 基部欠損 サメカイト

石鏃
9区

包含層
(21) 13 (128)

先端基部

欠損
チヌカイト

688 石鏃
SD1007

覆土混入
(36) 19 (511)

先端基部

欠損
サヌカイト 凸基有茎。

石鏃

7区

U-18

包含層

(30) 13 先端欠損 サヌカイ ト
平基有茎。

基部の調整細かい。錐の可能性 もある。

690 石錐
■区

包含層

27
(1 4〉

16
〈0 5〉

04
く0 2〉

1 02 完存 サヌカイ ト

石槍

1区

V-13

包含層

(67) (24) 13 (2185) 基部欠損 サヌカイ ト

特に基部に近い部分は、両極打法を多

用しながら、先端部は両面調整を加え

て成形。

692 石槍

11区

サプトレ

最上層

(73) (20) (10) (180) 基部欠損 サメカイ ト

693 石槍
8区

包含層
(31) (17) (35) 基部欠損 サヌカイト

楔形石器
7区

包含層
11 12 82 サヌカイト

左右辺は裁断面

上下辺は雨極打法による。

楔形石器
9区

包含層
15 サヌカイ ト

左右辺は裁断面。上下辺は両極打法に

よる。

楔形石器
9区

包含層
13 4 51 サヌカイ ト

両極打法による。

両辺は裁断面。

楔形石器
7区

盛土
サメカイト

左辺は古い劉離で自然面に近い。

右辺は裁断面。

上下辺は両極打法による。

698 楔形石器
3区

包含層
14 サヌカイト

上・左右辺は裁断面。

下辺は両極打法による。

楔形石器
2区

包含層
10 サヌカイ ト

上下辺・右辺は両睡打法による。

左辺裁断面。
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番号 器  種
地点
層位

長さ
(cln)

幅

釦
酔
ｍ

重量
(g)

遺存
状態 石 材 特徴 。備考

700 スクレイパー

1区

V-13

包合層

1_1 42 28 完存 (?) サヌカイト
下辺は両極打法による粗い刃部形成。

上辺 は、主に片面か らの調整。

スクレイパー
9区

包含層
(40) (29) (1041) 欠損 サヌカイト

上 。下辺、主として片面からの調整に

よる刃部形成。右辺は裁断面。

スクレイパー

1区

耶r-13

包含層

25 完存 サヌカイト
左右辺 は、両面の調整・ 下面は片面調

整による刃部形成。

スクレイパー
7区

排土
21 40 4 92 完存 サメカイト

上・下辺は両面調整による刃部形成。

右辺は片面調整による刃部形成。

打製石庖丁
8区

包含層
42 完存 サヌカイ ト 両端扶 りあ り。

打製石庖丁

7区

AB-30

包含層

49 完存
結晶片岩

(石英片岩 )

片端欣 りあ り

打製石庖丁
2区

包含層
完存

結晶片岩

(石英片岩 )

片面自然面。端部挟 りなし。

劉片の縁辺を刃部 として利用。

打製石庖丁
9区

包含層
(670) 一部欠損

結晶片岩

(石英片岩 )

両端快 りあり。

打製石庖丁

7区

V・ W―

20。 21

包含層

61 0 完存
結晶片岩

(石英片岩 )

両端挟 りなし。

709 打製石庖丁

7区

AA-23

包含層

127 完存
結晶片岩

(石英片岩)

両端快 りなし。

打製石庖丁

2区

V-17

包含層

(79) (39) (327) 欠損
結晶片岩

(石英片岩)

両面自然面のこす。

ガ部、下辺のみ。両端挟 りなし。

打製石庖丁
2区

包含層
(30) (334) 一部欠損

結晶片岩

(石英片岩 )

両端扶 りなし。

712 打製石廊丁

7区

SK■o6

覆土混入

完存 (?)
結晶片岩

(石英片岩)

両端扶 りなし。かなり分厚 く、石庖丁

以外の用途に使用する可能性も考えら

オウる。

打製石庖丁
4区

包含層
70 完存 (?)

結晶片岩

(石英片岩 )

挟 りなし。両端非加工。

打製石庖丁

3区

S19
包含層

完存 (?)
結晶片岩

(石英片岩)

端部快 りなし。両面に自然面をのこす。

打製石庖丁
9区

包含層
(36) (65) (12) (260) 半分欠損

結晶片岩

(石英片岩 )

端部快 りあり。

打製石庖丁

7区

U-20

包合層

(47) (43) (095) (235) 半分欠損 サメカイト 端部わずかな快 りあり。

717 打製石庖丁
2区

包含層
(52) (53) (09) (355) 欠損

結晶片岩

(石英片岩)

打製石庖丁
8区

包含層
(33) (24) (05) (60) 欠損

結晶片岩

(石英片岩 )

端部快 りあり。
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番号 器 種
点
位

地
層 肇

⑪
幅

伽

厚さ
(cm)

重量
(g)

遺存
状態

石 材 特徴・備考

打製石庖丁
4区

包含層
(34) (06) (81) 欠損

結晶片岩

(石英片岩 )

端部挟 りあり。

打製石庖丁
4区

包含層
(44) (28) (05) 1) 欠損

結晶片岩

(石英片岩 )

快りなし。

打製石庖丁
7区

盛上
(87) (50) (10) (680) 欠損

結晶片岩

(石英片岩 )

扶りなし。

722 打製石庖丁
10区

包含層
(70) (39) (09) (340) 欠損

結晶片岩

(石英片岩 )

快りなし。

723 打製石庖丁
2区

包含層
(39) (273) 欠損

結晶片岩

(石英片岩 )

両面自然面。

快 りなし。

打製石庖丁
8区

包含層
(51) (34) (230) 欠 損

結晶片岩

(石英片岩 )

快 りなし。

打製石庖丁
8区

包含層
(47) (36) (05) (150) 欠損

結晶片岩

(石英片岩 )

快 りなし

打製石庖丁
11区

包含層
(58) (33) (08) (180) 欠損

結晶片岩

(石英片岩 )

挟りなし。

727 石鎌 (?)
SD1007

覆土混入
完存

結晶片岩

(緑色片岩)

快 りは擦 り込んだ もの。

石鋸
7区

包含層
(785) (46) (10) (440) 欠損

結晶片岩

(石英片岩 )

石庖丁状 に成形 した刃部を、錦様に使

用 したものか。点線矢印にて図示 した

部分は、磨減 して滑 らか となる。

石錮
11区

包含層
(58) (42) (10) (440) 欠損

結晶片岩

(緑色片岩)

折損した剣片の縁辺部を、鋸の様に使

用したものか。点線矢印の間の縁辺、

磨滅して滑らかとなる。

柱状片刃石斧
1区

排土
11 6 完存

結晶片岩

(緑色片岩)

刃部を中心にほぼ全面研磨、墓部付近

は剣離面をそのままのこす部分あり。

柱状片刃石斧
9区

排土
(39) (350) 刃部欠損

結晶片岩

(緑色片創

自然の棒状礫 を利用。全面敲打による

成形。刃部 を中心 とした全面研磨。敲

打痕を多 くのこす。

快 り部分 は明確ではないが、筋状の敲

打痕 を多 くのこし、意識 されている。

柱状片刃石斧

4区

L-12

包含層

(120) 27 (268) 河部欠損
結晶片岩

(緑色片岩)

成形後、粗いが、ほぼ全面研磨。

柱伏片刃石斧
11区

包含層
(835) 20 (32) (106)

刃部・ 基

部欠損

結晶片岩

(緑色片岩)

柱状の自然石を利用、表裏面には研磨

痕のこるが、側面は、自然面。

柱状片刃石斧
7区

包含層
(66) (24) (16) (430) 基部欠損

結晶片岩

(緑色片岩)

表面のみ研磨により刃部形成。

他の面はまった く研磨なし、未製品

約ゝ ?

735 柱状片刃石斧

8区

SD1005

覆上混入

(97) (23) (42) 刃部欠損
結晶片岩

(緑色片岩)

未製品。

方柱状の自然石の側面、正面、基部の

各一部 を研磨。

扁平片刃石斧

7区

U-20

包含層

(535) (3166) 基部欠損
結晶片岩

(緑色片岩)

刃部と左側面、裏面の一部のみ研磨。

右側面自然面、左側面敲打による成形。

737 小型円柱状石斧
9区

包含層
27 43 完存 (?)

結晶片岩

(緑色片岩)

未製品

両側面敲打による成形。

表面は自然面。裏面の刃部の一部 を研

磨。
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番号 器  種
地点
層位

肇
ｍ

幅

帥

厚さ
(cln)

重量
(g)

遺存
状態

石 材 特徴・備考

738 小型扁平石斧
7区

盛土
(787) 一部欠損

結晶片岩

(緑色片岩 )

刃部、側面を中心に研磨。表面は、自

然面を研磨、裏面は劉離面の一部を研

磨。

739 小型扁平石斧
9区

包含層
(295) (23) (055) (421) 欠 損 泥岩 刃部を中心に研磨。凹凸は残る。

太型蛤刃石斧
9区

盛上
(150) (925) 刃部欠損

変ハンレイ

岩

棒状の自然礫 を敲打により整形ののち

刃部 を中心に研磨。身部 は敲打痕 を多

数のこす。

叩石

2区

X-16

包含層

完存 ハンレイ岩
円礫利用。

ほぼ全面に粒状の敲打痕。

第35表 SA1002 出土遺物観察表

番号 器 種
地点
層位 潅

ｍ
形 態 の 特 徴 技 法 胎 土 色調 備考

上師質土器

片口鉢

P-10

覆上

口径310 体部は直線的にたちあがる。日

縁部は月巴厚し、端面は凹面に仕

上げる。

片日が付 く。

口縁部内外面ヨコナデ。

体部外面ヨコ方向ナデと

ユビオサエ。

体部内面ヨコ方向ナデ。

1～ 3 ma

大砂粒含

結晶片岩

石英

(内 )浅黄橙

(外 )|こ ぶい

黄橙

上師質土器

脚部

P-10

覆上

脚部径32 断面円形。

基部わずかに屈曲、身部直線的。

ユビオサエ。

稜をなすタテ方向ナデ。

0 5～ 2

1B大砂粒

含

淡黄

第36表 SA1003 出土遺物観察表

第37表 SA1010 出土遺物観察表

番号 器 種
地点
層位

法量
(cm)

形 態 の 特 徴 技 法 胎土 色調 備考

土師質土器

椀

P-5

覆土

口径 129 体部は直線的にたちあがる。

日縁部はやや内彎。

端部まるくおさめる。

内外面 ともヨコナデ。 0 5-1
m大砂粒

含

結晶片岩

灰 白

鉢

器

ね

陶

こ

P-5

覆土

口径351 体部は直線的に外方にたちあが

る。

日縁端部は上下に拡張し、端面

はまるく仕上げる。

日縁端部外面に釉がかかる。

内外面 ともヨコナデ。 I～ 2nd

大砂粒含

黄灰

(口 縁部 外

面 )

暗オ リープ

灰

東播系

番号 器 種
地点
層位 法 量・備 考

陶硯 P-4

覆土

長さ 9 2cm 幅 6 6cm 厚 さ 1 9cm 重量 180g 瓦質。 使用痕跡、明瞭にのこる。

番号 器 種
点
位

地
層

法量
(cm)

形 態 の 特 徴 技 法 胎土 色調 備考

瓦質上器

椀

P-7

覆土

口径129

底径54
器高42

体部。日縁部やや内彎気味にた
ちあがる。
日縁端部はまるくおさめる。
断面方形状の低い高台。

底部回転糸切 り。

貼付 け高台ヨコナデ。

体部・口縁部 ロクロナデ。

内面ハケともユビナデ と

もみえる線条痕がタテ方

向に観察できる。

砂粒 をほ

とんど含

まず。

灰 自 香川・ 西

村窯系 ?

瓦質 ?土

師質 ?
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第38表 溝 (中世)出土遺物観察表

番 号 器 種
点
位

地
層

法量
(cm)

形 態 の 特 徴 技 法 胎土 色調 備考

土師質上器

皿

SD1006

覆土

底径82 内彎気味にたちあがる。 底面ヘ ラ切 (?)の ちナ

ヨコナデ。

lam以 下

の砂粒含

浅橙

瓦質土器

鉢

SD1006

覆上

口径478 日縁端部は肥厚し、平坦におさ

める。

端部わずかに垂下する。

小片復元のため口径は不明確。

内外面ともヨコナデ。 1～ 2 1tu

大砂粒含

石英

結晶片岩

灰 白

上師質土器

杯

SD1010

覆土

口径122 外 方に直線 的 にたちあが る体

部。

ロクロナデ lm大砂

粒含

石英

にぶい橙 蝉

硬質。

第39表 土墳 。上坑 (中世)出土遺物観察表

番号 器 種
点
位

地
層

法量
(cm)

形 態 の 特 徴 技 法 胎土 色調 臆考

土師質土器

/」 皿ヽ

SK1003

覆土

口径76
底径56

底面 は平底。

口縁部内彎気味でやや不整。

端部はまるい。

底部糸切り。

他はロクロナデ。

0 5-1
dm大砂粒

含

絹雲母

浅黄橙

752 上師質土器

皿

SK1031

覆土

底径55 底面は平底。

日縁部は大きく外方にたちあが

る。

底部は静止糸切 り。

他はロクロナデ。

微砂粒含

絹雲母

浅黄橙

瓦器

椀

SK1048

覆土

底径49 高台逆台形状。

体部は大きく外方にたちあが

る。

体部・貼付高台部外面ヨ

コナデ。

底面ユビオサエ。

内面ナデ。

放射状のミガキを施す。

0 5～ 1

n al大砂粒

含

石英

灰 白

土 師質 土器

/1ヽ皿

SK1053

覆土

底径42 底面は平底を呈し、体部は大き

く外方にたちあがる。

静止糸切り。
ロクロナデ。

0 5-1
1t a大砂粒

含

砂岩

にぶい橙

755 土師質土器

播鉢

SK1053

覆土

口径294 体部口縁部わずかに内彎。

日縁端部は凹面に仕上げる。

内面に 5条 (?)の櫛描条線。

内外面 ともヨコナデ。 0 5～ 2

Du大砂粒

含

石英

結晶片岩

(外 )浅黄橙

(内 )橙

756 上師質土器

鍋

SK1056
B
覆土

回径200 体部 。日縁部は内彎。

日縁端部は凹面に仕上げる。

口縁端部、および内面は
ヨヨナデ。

体部外面は多数のユビオ

サエ。

1～ 2 awI

大砂粒含

石英

結晶片岩

橙 外面に煤

付着

757 上師質土器

皿

SK1093

覆土

底径58 平底から、外方にたちあがる体

部。

回転糸切 り。

ナデ。

1～ 2 nu

大砂栽含

浅橙

瓦器

椀

SKl106

覆上
底径60 高台断面方形状で低い。 内外面 ともヨヨナデ。 l aII大砂

粒含

石英

灰 白

759 土師質土器

脚部

SKl106

覆土

断面ほぼ円形。

基部大きく屈曲。

身部直線的。

全体 にタテ方向に板 ナ

稜をもつ。

1～ 2 EII

大砂粒含

石英

結晶片岩

浅赤橙

誡
椀

SKl156

覆上

底径69 高台を有す。

内面の底面平面的で、体部は内

彎気味にたちあがる。

釉厚0411程 度。

底面高台内は釉薬なし。

密。 オ リープ灰
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第40表 柱穴・小穴 (中世)出土遺物観察表

番号 器 種
点
位

地
層

法量
(cln)

形 態 の 特 徴 技 法 胎土 色調 備考

瓦器

椀

SPl181

覆土

口径142 内彎 して外方にたちあがる体

部。

日縁端部はまるくおさめる。

内外面ヨコナデ。

外面にはナデによる稜の

こる。

0 5-1
MI大砂粒

少含

石英

(内 )灰 白

(外 )灰

762 瓦器

椀

SPl181

覆土

回径150 内彎 して外方にたちあがる体

部、日縁端部はまるくおさめる。

内外面 ヨコナデ。 ほとんど

砂粒含ま

ず。

灰黄褐

瓦器

椀

SP1342

覆土

口径171 内彎気味にたちあがる。 ナデ。

外面にユビオサェ、のち

ナデ消す。

ほとんど

砂粒含ま

ず。

灰 白

764 上師質土器

羽釜

SP1485

覆土

日径302 体部 。日縁部は直線的。

回縁端部は尖 り気味にまるくお

さめる。

断面方形状の鍔は水平。

回縁部内外面、鍔部 はヨ

ヨナデ。日縁部 を付 ける。

体部外面はユビオサエ、

内面はヨコナデ。

1～ 3 aal

大砂粒含

石英

黒雲母

橙 搬 入 品

(?)

瓦器

椀

SP1494

覆上

日径34 高台断面方形状で低い。 内外面ヨコナデ。 砂粒ほと

んど含ま

ず。

灰

土師質土器

・/」 皿ヽ
SP1494

覆土

口径66
底径58
器高12

口縁部わずかに内彎。

口縁端部 はまるくおさめる。

底面糸切 り。

内外面ロクロナデ。

0_5´や1

mmA砂粒

含

石英

にぶい橙

土師質土器

椀

SP1055

覆土

回径■ 8 体部直線的に外方にたちあが

る。口縁部やや内彎。

端部はまるく仕上げる。  _

外面 ヨヨナデ。

内面ナデ。

砂粒をわ

ずかに含

灰 自

土師質土器

椀

SPll13

覆土

口径129 体部。日縁部とも直線的にたち
あがる。

端部まるくおさめる。

内外面ともにヨコナデ。 1～ 2 om

大砂粒含

石英

淡橙

土師質土器

/Jヽ皿

SP1535

覆上

日径70
底径55
器高09

外彎気味にたちあがる。 底面、ヘラ切 り(?)

内外面、ヨヨナデ。

微砂粒含 浅黄橙

第41表 遺物包含層等出土遺物 (中世)観察表

番号 器 種
点
位

地
層 進

ｍ
形 態 の 特 徴 技 法 胎土 色調 備考

土師質上器

皿

7区

nヽV-21・

22

包含層

底径76
器高15

底面から外彎してたちあがる。

口縁端部はやや肥厚し、まるく

おさめる。

底面回転ヘラ切りのちナ
デ。
ロクロナデ。

l am大 砂

粒含

結晶片岩

石英

橙

土師質土器

Ell

7区

VW-2Ⅲ
22

包含層

口径104

底径62
器高13

外彎してたちあがる。

日縁端部は、あいまいにおさめ

る。

底面回転ヘラ切り。回転
ヨヨナデ。

1～ 3 Dal

大砂粒含

橙

772 土師質土器

皿

7区

AA-2J

包含層

回径132

底径91
器高16

平底から、日縁部へ外彎してた
ちあがる。
日縁端部はまるくおさめる。

回転ヘラ切 り。

ロクロナデ痕跡 をの こ

す。

0 5～ 1

ma大砂粒

含

橙

773 土師質土器

皿

7区

包含層

回径129
底径89
器高22

平底から、やや くびれて直線的

に外方にたちあがる。

ナデによる稜明際。

回転ヘラ切り。
ロクロナデ。

0 5-2
1un大 砂粒

含

石英

絹雲母

橙
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番号 器 種
地点
層位

法量
(cln)

形 態 の 特 徴 技 法 胎土 色調 備考

774 土師質上器

all

7区

SB1004

覆土混入

底径69 底面は平底を呈し、体部はやや

くぴれて大きく外方にたちあが

る。

回転ヘラ切 り。

内外面 ともロクロナデ。

ltu大砂

粒含

(内 )浅黄橙

(外 )淡橙

土師質土器

小皿

9区

包含層

口径66
底径39
器高14

平底か ら、内彎 して外方にたち

あがる体部。

日縁端部はまるくおさめる。

ヘラ切 り。

ロクロナデ。

0 5～ 1

ma大砂粒

含

石英

灰 白

776 土師質土器

/」 皿ヽ

2区

Z-18

包含層

口径94
底径79

底面は平底。日縁部はやや内彎。

端部はまるい。

皿面は、やや凹凸あり。

底部、静止糸切 り。

底部以外はロクロナデ。

0 5-1 5

11t大砂粒

少量含

浅黄橙

777 瓦器

皿

2区

SB1001

覆上混入

口径90
底径65
器高16

底面は平底。体部は内彎してた

ちあがる。

日縁端部まるくおさめる。

体部回縁部内外面ヨヨナ

底面ユビオサエ。

内外面、ヨコナデ後 ミガ

キを施す。

l mI大砂

粒少量含

石英

灰 和泉型

瓦器皿

土師質土器

椀

2区

包含層

口径 134 体部直線的に外方にたちあが

る。日縁部わずかに内彎。端部

はまるく仕上げる。

内外面 ともヨコナデ。 微砂粒含

石英

淡橙 内面炭素

付着

779 瓦器

椀

2区

Z-18

包含層

口径158 内彎気味にたちあがる体部。

口縁部わずかに屈曲 して、直線

的。端部 はまるくおさめる。

口縁部内外面ヨコナデ。

体部外面ユビオサエ。

内面ナデのちミガキを施

す。

1～ 2 nI

大砂粒少

量含

石英

チャー ト

青灰

磁器

椀

4区

L-11

包含層

口径168 内彎気味にたちあがる体部。

日縁端部。

外面鍋蓮弁文を刻す。

全体にていねいなロクロ

ナデ。

オ リープ灰色の釉を04
mI厚で内外面に施す。

密 オリープ灰 龍泉窯系

融

朧

椀

7区

包含層

口径144 内彎して外方にたちあがる日縁

部。

外面蓮弁の文様が認められる。

釉薬厚0 3um 密 緑灰 龍泉窯系

青磁

782 腿

椀

7区

TU19・

20

包含層

口径150 ほぼ直線的に外方にたちあが

る。

内面 2本の沈線で飛雲文 (?)状

の片彫 り陰刻した文様が観察で

きる。

紬薬厚0 4HuH 密 明緑灰 龍泉窯系

青磁

施釉陶器

皿

3区

T-22

包含層

底径49 断面方形の高台は底面の内須1に

付 く。

体部はやや内彎気味に大きく外

方にたちあがる。

内外面施袖、自で絡柄を描 くが

モチーフは不明。

高台削り出し。 砂粒少量

含

釉色

灰オリーブ

唐津焼

土師賃上器

鍋

7区

U-20

包含層

回径197 体部・ 口縁部はやや内彎。

口縁端部やや拡張し、端面は凹

面に仕上げる。

口縁端部、内面はヨヨナ

体部外面は粗いタテハケ

と多数のユビオサエ。

0 5-3
mm大砂粒

含

橙 外面煤付

着

785 土師質土器

鍋

7区

包含層

口径185 体部・ 口縁部やや内彎。

日縁端部外方にやや拡張し、端

面は凹面に仕上げる。

回縁部端面、体部内面ヨ

ヨナデ。

体部外面ユピオサエ・ ナ

デ。

1～ 4 na

大砂粒含

石英

(内 )浅黄橙

(外)に ぶい

黄褐

外面、日

縁端部に

煤付着。

土師質土器

脚部

7区

U-20

包含層

断面楕円形。内側面は広い平坦

面をもつ。

身部は直線的で先端部 は平坦に

おさめる。

ユビオサエ、板ナデ、稜

をもつ。

0 5-1
am大砂粒

含

石英

結晶片岩

橙
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番号 器 種
地点
層位 灌

ｍ
形 態 の 特 徴 技 法 胎 土 色調 備考

土師質上器

脚部

7区

U20
包含層

断面円形。

身部直線的で、先端部はまるく

おさめる。

ユビオサエ・ナデ。 1～ 3 ma

大砂粒含

結晶片岩

石英

橙

腕鶏

賃鉢

7区

包含層

口径295 体部わずかに外彎気味。

日縁部は上下に大きく拡張し、

わずかに内傾剣味。体部内面に

8条単位の櫛描条線。

内外面 ロクロナデ。 1～ 3面

大砂粒含

黒褐 臆前焼

器

鉢

陶

信

7区

包合層

口径 334 体部わずかに外彎気味。日縁部

は、上下に大きく拡張し直立す

る。

体部内面の櫛描条線は、 4条 ま

で確認できる。

内外面 ロクロナデ。 1～ 4 1EE

大砂粒含

褐 灰 備前焼

790 器

鉢

陶

悟

7区

包含層

回径 334 体部外彎気味。

口縁部は上下に大 きく拡張 し、

直立する。

体部内面の櫛結条線は 4条 まで

確認できる。

内外面ロクロナデ。 1～ 5 mI

大砂粒含

石英

泥岩

褐灰 備前焼

791 器

鉢

陶

信

7区

撹乱

口径265 体部直線的。日縁部上下に拡張

し屈曲して直立。

体部内面に 4条単位の樽描条

線。

内外面 ロクロナデ。 1～ 21m

大砂粒含

赤 備前焼

須恵質土器

奏

2区

X-18

包含層

底径166 底面は平底を呈す。

体部は直線的に外方にたちあが

る。

体部外面タテハケ。底面

ナデ。

体部内面ナデを主とする

が、底面近 くにヨヨナデ、

やや上ったところに列状

のユビオサエ。

0 5～ 1

nd大砂粒

含

石英

灰 色

番号 器 糎
地点
層位 法 量・備 考

鉄製品

紡錘草

2区

試掘⑮

包含層

紡錘径 4 3cm 紡錘厚 0 4cm 軽径 0 5cm
鉄製  不良

うすい口盤の中心に断面円形の軸を付ける。

軸長  (54)cm 重量  (324g)

794 鉄製品

槍 (?) ⑮

層

区

掘

含

２

試

包

長さ  (145)cm 幅 2 9cm 厚 0 4cm 重量 538g
鉄  不良

断面形が両刃形に観察される。

銅銭 2区

Z-18

包含層

径2 4cm

銅  良

「皇宋通宝」 初鋳年 宋 (1039) 真書偽

第42表 桜ノ岡遺跡 (III)出土遺物観察表

番号 器 種
点
位

地
層 肇

ｍ
幅

伽

厚さ
(cm)

重量
(g)

存
態

遺
状 石 材 特徴・備考

1 細石刃 1・ 2層 0 22 完存
チャー ト

(緑灰)

楔形石器
波璃質安山

岩

剣 片 サヌカイ ト

4 剣片 4 15 サヌカイト

5 小型円柱状石斧 2層 28 完 存 格板岩 縁辺敲打による成形。刃部中心に研磨。
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図版 1

桜ノ岡遺跡 (I)(III)遠景 (南 より)

阿讃山脈中腹より遺跡所在地方面を望む



図版 2

桜ノ岡遺跡 (I)調査前状況 (西より)

桜ノ岡遺跡 (I)調査前状況 (南より)



図版 3

桜ノ岡遺跡 (I)1次調査全景

第 1 2調査区掘り下げ状況



図版 4

第 3調査区中央部掘 り下げ状況

第 5調査区完掘全景 (東より)



図版 5

第 6調査区完掘全景 (北より)

第 7調査区完掘全景 (西より)



図版 6
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第 8調査区完掘全景 (東より)

第 9調査区完掘全景 (東 より)



図版 7

第10調査区南半完掘全景 (北より)
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第11調査区西半完掘全景 (南より)



図版 8

第11調査区東半完掘全景 (北より)

SB1001完掘状況 (1次調査・北より)



図版 9

SB1001内集石状況 (北より)
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SB1004完掘状況 (北より)



図版 10

SB1005炉半掘状況 (南東より)

SB1005。 1006掘
'サ
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図版 11
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SB1006完堀状況 (北より)

SB1006炉上集石状況 (西 より)



図版 12

SB1006内小穴 (P-8)土器出土】犬況

SB1007完掘状況 (北より)



図版 13

SB1008完掘状況 (北西より)
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SB1009完掘状況 (南東より)



図版 14

SB1010完掘状況
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SB1010内集石状況 (北 より)



図版 15

SB10H掘 り下げ状況 (西より)

SB1003・ SA2001掘 り下げ状況 (西 より)



図版 16

SA2001柱穴 (P-1)上層土器出土状況
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SA2001柱穴 (P-1) 下層土器出土状況 (西 より)



図版 17

SA2001柱穴 (P-2)土器出土状況 (南 より)

SA2001柱穴 (P-4)土器出土状況 (西 より)



図版 18
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SK1008掘 り下 1刈犬況 (北より)

SK1008北端炭化材出土状況 (東より)



SK1008完掘状況

図版19

(西 よ り)

SK1014検 出状況 (西より)



図版20

SK1014完掘状況 (西 より)

SK1016検 出状況 (西 より)
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図版 21

SK1016検 出状況 (北 より)
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SK1016完掘状況 (東 より)



図版22

SK1039検出状況 (東より)
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SK1039掘 り下げ状況 (西より)



SK1039土器・石器出土状況 (南 より)

SK1039完掘状況 (北より)
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SK1049検 出状況

SK1049Aり樹屈り
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